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Ⅰ 調査の概要 

（１）調査の概要 

○ 調査対象：令和４年 10 月１日現在で要支援・要介護等の認定を受けていない 60 歳以上の市

民から無作為に抽出した方 3,000名 

○ 調査期間：令和５年１月 11日 ～ 令和５年１月 27日 

○ 調査方法：郵送配付・回収 

○ 配付・回収： 

配付数 回収数 回収率 

3,000票 2,120票 70.7％ 

 

 

（２）報告書の見方 

○ 「調査結果」の図表は、原則として回答者の構成比（百分率）で表現しています。 

○ 「n」は、構成比算出の母数（回答者数）を示しています。 

○ 百分比による集計では、回答者数（該当質問においては該当者数）を 100％として算出し、本

文および図表の数字に関しては、すべて小数点第 2 位以下を四捨五入し、小数点第 1 位まで

を表記します。また、複数回答の設問では、すべての比率の合計が 100％を超えることがあり

ます。 

○ 設問の中には前問に答えた人のみが答える「限定設問」があり、表中の「回答者数」が全体

より少なくなる場合があります。 

○ 図表中の数値は四捨五入により表示しているため、合計や増減の数値が表示上の数値の計算

結果と合わない場合があります。 

○ 図表中の「0.0」は四捨五入の結果または回答者が皆無であることを表します。 

○ 母数が 100 未満の場合の百分率は、統計的誤差が大きい可能性が高いので数値の取扱いには

特に注意が必要となります｡ 

○ 選択肢の語句が長い場合、本文中及び図表中では省略した表現を用いる場合があります。 

○ 「前回」とは、令和２年度に実施したシニア一般調査の調査結果を示しています。 
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Ⅱ 調査結果 

１ 調査票の記入者 

調査票を記入されたのはどなたですか。○をつけてください 

 

○ 調査票の記入者について、「あて名のご本人が記入」が 87.5％、「ご家族が記入」が 2.6％、

「その他」が 0.1％となっています。 

○ 年齢別にみると、85歳以上では、84歳以下に比べて「ご家族が記入」の割合が高くなってい

ます。 

 

 

 

■前回調査との比較 

 

 

■属性別クロス集計 

 
 

87.5 2.6

0.1

9.7

0% 20% 40% 60% 80% 100%

あて名のご本人が記入 ご家族が記入 その他 無回答

属性 回答者

ｎ

ｎ=2,120

カテゴリー名 今回 前回 増減

あて名のご本人が記入 87.5 89.8 -2.3

ご家族が記入 2.6 2.4 0.2

その他 0.1 0.1 0.0

無回答 9.7 7.7 2.1
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２ 本人や家族・友人について 

（１）本人の性別 

問１ あなた（あて名のご本人、以下同様）の性別はどちらですか。（○はひとつ） 

 

○ 性別について、「男性」が 47.9％、「女性」が 48.2％となっています。 

 

 
 

 

■前回調査との比較 

 
 

 

■属性別クロス集計 

 
  

47.9 48.2 3.9

0% 20% 40% 60% 80% 100%

男性 女性 無回答

問1 性別

ｎ

ｎ=2,120

カテゴリー名 今回 前回 増減

男性 47.9 47.5 0.4

女性 48.2 51.2 -3.0

無回答 3.9 1.3 2.6
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（２）本人の年齢 

問２ あなたの年齢はおいくつですか。（令和４年 10月１日現在）（○はひとつ） 

 

○ 年齢について、「70歳～74歳」が 22.7％で最も高く、次いで「65歳～69歳」（19.0％）、「75

歳～79歳」（18.5％）と続いています。 

 

 
 

 

■前回調査との比較 

 
 

 

■属性別クロス集計 

 
  

15.8 

19.0 

22.7 

18.5 

13.1 

5.4 

2.4 

0.1 

0.0 

3.1 

0% 10% 20% 30%

60歳～64歳

65歳～69歳

70歳～74歳

75歳～79歳

80歳～84歳

85歳～89歳

90歳～94歳

95歳～99歳

100歳以上

無回答

ｎ=2,120

問2 年齢

カテゴリー名 今回 前回 増減

60歳～64歳 15.8 17.7 -1.9

65歳～69歳 19.0 21.7 -2.8

70歳～74歳 22.7 24.3 -1.6

75歳～79歳 18.5 15.7 2.8

80歳～84歳 13.1 12.0 1.1

85歳～89歳 5.4 5.5 -0.1

90歳～94歳 2.4 2.0 0.4

95歳～99歳 0.1 0.1 0.0

100歳以上 0.0 0.0 0.0

無回答 3.1 1.0 2.1
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（３）居住地区 

問３ あなたのお住まいの地区はどこですか。（○はひとつ） 

 

○ 居住地区について、「篠ノ井」が 10.2％で最も高く、次いで「川中島」（7.1％）、「更北」（6.9％）

と続いています。 

 

 

 

 
 

  

1.7 

2.6 

1.2 

0.9 

1.0 

4.8 

4.4 

4.3 

4.3 

3.4 

1.9 

2.2 

2.4 

3.6 

3.8 

0.7 

5.7 

0.2 

0.8 

10.2 

5.7 

3.3 

7.1 

6.9 

0.6 

0.8 

2.4 

1.5 

0.5 

0.3 

1.6 

0.9 

8.1 

0% 5% 10% 15%

第一

第二

第四

第三

第五

芹田

古牧

三輪

吉田

古里

柳原

浅川

大豆島

朝陽

若槻

長沼

安茂里

小田切

芋井

篠ノ井

松代

若穂

川中島

更北

七二会

信更

豊野

戸隠

鬼無里

大岡

信州新町

中条

無回答

ｎ=2,120

問3 居住地区
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■前回調査との比較 

 
 

  

カテゴリー名 今回 前回 増減

第一 1.7 1.6 0.0

第二 2.6 3.2 -0.5

第四 1.2 1.6 -0.3

第三 0.9 0.7 0.2

第五 1.0 1.1 -0.1

芹田 4.8 4.7 0.1

古牧 4.4 5.4 -1.0

三輪 4.3 3.8 0.5

吉田 4.3 4.6 -0.2

古里 3.4 3.3 0.0

柳原 1.9 2.2 -0.3

浅川 2.2 2.1 0.1

大豆島 2.4 2.4 -0.1

朝陽 3.6 3.4 0.2

若槻 3.8 4.9 -1.0

長沼 0.7 0.9 -0.2

安茂里 5.7 5.9 -0.2

小田切 0.2 0.3 -0.1

芋井 0.8 0.9 -0.1

篠ノ井 10.2 10.7 -0.5

松代 5.7 5.9 -0.2

若穂 3.3 3.6 -0.3

川中島 7.1 6.6 0.5

更北 6.9 6.0 0.9

七二会 0.6 0.6 -0.1

信更 0.8 0.7 0.1

豊野 2.4 2.6 -0.2

戸隠 1.5 1.5 0.1

鬼無里 0.5 0.6 -0.1

大岡 0.3 0.5 -0.2

信州新町 1.6 1.4 0.2

中条 0.9 0.6 0.3

無回答 8.1 5.8 2.3
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（４）家族構成 

問４ あなたの家族構成をお教えください。（○はひとつ） 

 

○ 家族構成について、「夫婦 2人暮らし(配偶者 65歳以上)」が 37.0％で最も高く、次いで「独

身の子どもと同居」（21.4％）、「1人暮らし」（15.0％）と続いています。 

○ 性別にみると、女性のほうが男性に比べて「1 人暮らし」の割合が高く、男性は女性に比べ

て「夫婦 2人暮らし（配偶者 64歳以下）」の割合が高くなっています。 

○ 年齢別にみると、60 歳～64 歳では「夫婦 2 人暮らし（配偶者 64 歳以下）」の割合が最も高

くなっています。 

 

 
 

■前回調査との比較 

 
 

■属性別クロス集計 

 
  

15.0 

37.0 

7.7 

21.4 

9.8 

4.9 

4.2 

0% 10% 20% 30% 40%

1人暮らし

夫婦2人暮らし(配偶者65歳以上)

夫婦2人暮らし(配偶者64歳以下)

独身の子どもと同居

息子・娘夫婦、孫等との同居

その他(兄弟等と同居など)

無回答

ｎ=2,120

問4 家族構成

カテゴリー名 今回 前回 増減

1人暮らし 15.0 14.3 0.7

夫婦2人暮らし(配偶者65歳以上) 37.0 35.8 1.3

夫婦2人暮らし(配偶者64歳以下) 7.7 8.2 -0.4

独身の子どもと同居 21.4 21.6 -0.3

息子・娘夫婦、孫等との同居 9.8 13.2 -3.5

その他(兄弟等と同居など) 4.9 5.2 -0.3

無回答 4.2 1.7 2.5
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（５）同居している家族 

問４－１ （問４で「４、５、６」を選んだ方のみ） 

同居されている方はどなたですか。（あてはまるものすべてに○） 

 

○ 同居している家族について、「息子」が 55.1％で最も高く、次いで「娘」（37.4％）、「孫」

（19.9％）と続いています。 

○ 年齢別にみると、75 歳以上では 74 歳以下に比べて「息子」、「孫」、「子の配偶者」の割合が

高くなっています。また、60～64歳では「その他」の割合が他の年代に比べて高くなってい

ます。 

 

 
 

■前回調査との比較 

 
 

■属性別クロス集計 

 
  

55.1 

37.4 

19.9 

16.4 

2.6 

13.4 

1.3 

0% 20% 40% 60%

息子

娘

孫

子の配偶者

兄弟・姉妹

その他

無回答

ｎ=764

問4-1 同居人

カテゴリー名 今回 前回 増減

息子 55.1 56.2 -1.1

娘 37.4 36.6 0.9

孫 19.9 22.5 -2.6

子の配偶者 16.4 17.8 -1.4

兄弟・姉妹 2.6 1.8 0.8

その他 13.4 14.8 -1.4

無回答 1.3 1.9 -0.6
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（６）日中一人になること 

問４－２  （問４で「２、３、４、５、６」を選んだ方のみ） 

日中、一人になることがありますか。（○はひとつ） 

 

○ 日中、一人になることの有無について、「たまにある」が 39.5％で最も高く、「よくある」

（23.4％）と合わせると、62.9％の人が『ある』と回答しています。 

 

 
 

 

■前回調査との比較 

 
 

 

■属性別クロス集計 

 
  

23.4 39.5 22.5 14.6

0% 20% 40% 60% 80% 100%

よくある たまにある ない 無回答

問4-2 日中、一人になることがあるか

ｎ

ｎ=1,713

カテゴリー名 今回 前回 増減

よくある 23.4 22.7 0.7

たまにある 39.5 40.3 -0.8

ない 22.5 21.6 0.9

無回答 14.6 15.4 -0.8
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（７）友人・知人と会う頻度 

問５ 友人・知人と会う頻度はどのくらいですか。（○は主なものひとつ） 

 

○ 友人・知人と会う頻度について、「週に何度かある」が 30.0％で最も高く、次いで「月に何

度かある」（29.3％）、「毎日ある」（12.9％）と続いています。 

○ 前回調査の結果と比べると、「週に何度かある」の割合が 5.6ポイント減少しています。 

○ 性別にみると、男性では「月に何度かある」の割合が最も高くなっています。また、男性で

は女性に比べて「毎日ある」の割合が高い一方で、「ほとんどない」の割合も高くなっていま

す。 

○ 年齢別にみると、60歳～64歳では「毎日ある」の割合が最も高く 85歳～94歳では「月に何

度かある」の割合が最も高くなっています。また、年齢が上がるにつれ、「毎日ある」の割合

が低くなる傾向がみられます。 

 

 
 

■前回調査との比較 

 
 

 

■属性別クロス集計 

 
  

12.9 

30.0 

29.3 

12.7 

11.4 

3.7 

0% 10% 20% 30% 40%

毎日ある

週に何度かある

月に何度かある

年に何度かある

ほとんどない

無回答

ｎ=2,120

問5 友人・知人と会う頻度

カテゴリー名 今回 前回 増減

毎日ある 12.9 15.5 -2.6

週に何度かある 30.0 35.6 -5.6

月に何度かある 29.3 27.4 1.9

年に何度かある 12.7 11.5 1.3

ほとんどない 11.4 8.7 2.6

無回答 3.7 1.4 2.3
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（８）よく会う友人・知人との関係 

問６ よく会う友人・知人は、どんな関係の人ですか。（あてはまるものすべてに○） 

 

○ よく会う友人・知人について、「近所・同じ地域の人」が 46.5％で最も高く、次いで「仕事

での同僚・元同僚」（36.5％）、「趣味や関心が同じ友人」（34.5％）と続いています。 

○ 年齢別にみると、69 歳以下では「仕事での同僚・元同僚」の割合が最も高くなっています。

また、年齢が上がるにつれ「近所・同じ地域の人」の割合が高くなる傾向がみられます。 

 
 

■前回調査との比較 

 
 

■属性別クロス集計 

  

46.5 

36.5 

34.5 

12.3 

5.5 

5.4 

6.5 

6.2 

5.1 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

近所・同じ地域の人

仕事での同僚・元同僚

趣味や関心が同じ友人

学生時代の友人

幼なじみ

ボランティア等の活動での友人

その他

いない

無回答

ｎ=2,120

問6 よく会う友人・知人はとの関係性

カテゴリー名 今回 前回 増減

近所・同じ地域の人 46.5 55.2 -8.7

仕事での同僚・元同僚 36.5 36.1 0.4

趣味や関心が同じ友人 34.5 36.8 -2.2

学生時代の友人 12.3 15.5 -3.2

幼なじみ 5.5 6.6 -1.1

ボランティア等の活動での友人 5.4 6.1 -0.6

その他 6.5 6.2 0.3

いない 6.2 5.0 1.2

無回答 5.1 2.2 2.9
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（９）近所付き合いの程度 

問７ 近所の方とどの程度付き合いをしていますか。（○は主なものひとつ） 

 

○ 近所の方との付き合いの程度について、「あいさつ、立ち話をする程度の人がいる」が 60.3％

で最も高く、次いで「困った時に気軽に頼める人がいる」（15.4％）、「お互いに訪問し合う人

がいる」（9.4％）と続いています。 

○ 性別にみると、男性のほうが女性に比べ「あいさつ、立ち話をする程度の人がいる」の割合

が高く、女性では男性に比べて「困ったときに気軽に頼める人がいる」の割合が高くなって

います。 

○ 年齢別にみると、69歳以下では「あいさつ、立ち話をする程度の人がいる」が 7割以上と高

くなっています。 

○ 家族構成別にみると、1 人暮らしでは、他の家族構成と比べて「常に自宅に様子を見にきて

くれる（電話をくれる）人がいる」の割合が高くなっています。また、息子・嫁夫婦、孫等

と同居している人では、他の家族構成と比べて「お互いに訪問し合う人がいる」の割合が高

くなっています。 

 

 
 

 

■前回調査との比較 

 
 

  

3.7 

9.4 

15.4 

60.3 

7.9 

3.3 

0% 20% 40% 60% 80%

常に自宅に様子を見にきてくれる(電話をくれる)人がいる

お互いに訪問し合う人がいる

困った時に気軽に頼める人がいる

あいさつ、立ち話をする程度の人がいる

付き合いはない

無回答

ｎ=2,120

問7 近所の方との付き合いの程度

カテゴリー名 今回 前回 増減

常に自宅に様子を見にきてくれる(電話をくれる)人がいる 3.7 3.4 0.3

お互いに訪問し合う人がいる 9.4 11.3 -1.8

困った時に気軽に頼める人がいる 15.4 16.5 -1.2

あいさつ、立ち話をする程度の人がいる 60.3 61.2 -0.9

付き合いはない 7.9 6.3 1.6

無回答 3.3 1.3 2.0
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■属性別クロス集計 

 
 

■家族構成別（問４） 
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（10）1時間以内に駆けつけてくれる親族・友人等 

問８ あなた（あて名のご本人）が急病などで手助けを必要とする時、おおよそ１時間以内に

駆けつけてくれる同居以外の親族や友人等はいますか。 

 

○ 手助けが必要なときにおおよそ 1時間以内に駆けつけてくれる親族や友人等について、「子」

が 52.3％で最も高く、次いで「兄弟・姉妹」（32.0％）、「近所の人」（23.1％）と続いていま

す。 

○ 前回調査の結果と比べると「兄弟姉妹」の割合が 6.6 ポイント減少、「子」の割合が 6.4 ポ

イント減少しています。 

○ 性別にみると、女性のほうが男性に比べて「子」、「兄弟・姉妹」、「友人等」の割合が高くな

っています。 

○ 年齢別にみると、年齢が上がるにつれ「子」、「近所の人」の割合が高い傾向がみられ、年齢

が若いほど「友人等」の割合が高い傾向がみられます。 

 

 

 
 

 

■前回調査との比較 

 
 

  

52.3 

32.0 

23.1 

18.8 

14.7 

6.1 

9.2 

4.1 

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60%

子

兄弟・姉妹

近所の人

その他の親族

友人等

孫

近くに住む親族・友人等はいない

無回答

ｎ=2,120

問8 急病などで手助けを必要とする時、1時間以内に駆けつけてくれる同居以外の親族や友人等はいるか

カテゴリー名 今回 前回 増減

子 52.3 58.8 -6.4

兄弟・姉妹 32.0 38.6 -6.6

近所の人 23.1 24.7 -1.7

その他の親族 18.8 19.6 -0.8

友人等 14.7 14.6 0.2

孫 6.1 7.4 -1.3

近くに住む親族・友人等はいない 9.2 7.0 2.3

無回答 4.1 1.6 2.5
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■属性別クロス集計 

 
 

 

■家族構成別（問４） 
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（11）家族や友人・知人以外の相談相手 

問９ 家族や友人・知人以外で、何かあった時に相談する相手はどなた（どこ）ですか。（あて

はまるものすべてに○） 

 

○ 家族や友人・知人以外の相談相手について、「いない」が 37.4％で最も高く、次いで「医師・

歯科医師・看護師」（30.0％）、「地域包括支援センター・市役所・支所」（14.4％）と続いて

います。 

○ 性別にみると、男性のほうが女性に比べて「自治会・町内会・老人クラブ」の割合が高くな

っています。 

○ 年齢別にみると、80歳以上では「医師・歯科医師・看護師」の割合が最も高くなっています。

また、年齢が若いほど「いない」の割合が高い傾向がみられます。 

○ 家族構成別にみると、1人暮らしでは、他の家族構成と比べて「社会福祉協議会・民生委員」

の割合が高くなっています。 

 

 
 

 

■前回調査との比較 

 
 

  

30.0 

14.4 

14.1 

10.2 

3.8 

3.9 

37.4 

7.1 

0% 10% 20% 30% 40%

医師・歯科医師・看護師

地域包括支援センター・市役所・支所

社会福祉協議会・民生委員

自治会・町内会・老人クラブ

ケアマネジャー

その他

いない

無回答

ｎ=2,120

問9 家族や友人・知人以外で、何かあった時に相談する相手

カテゴリー名 今回 前回 増減

医師・歯科医師・看護師 30.0 31.2 -1.2

地域包括支援センター・市役所・支所 14.4 14.2 0.2

社会福祉協議会・民生委員 14.1 15.8 -1.7

自治会・町内会・老人クラブ 10.2 11.4 -1.2

ケアマネジャー 3.8 3.9 -0.1

その他 3.9 5.1 -1.2

いない 37.4 34.5 2.9

無回答 7.1 6.6 0.5
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■属性別クロス集計 

 
 

 

■家族構成別（問４） 
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（12）現在の暮らしの経済的状況 

問 10 あなたは、現在の暮らしの状況を経済的にみてどう感じていますか。 

（○はひとつ） 

 

○ 現在の暮らしの経済的な状況について、「ふつう」が 59.8％、「大変苦しい」（5.4％）と「や

や苦しい」（20.2％）を合わせた『苦しい』が 25.6％、「ややゆとりがある」（9.7％）と「大

変ゆとりがある」（1.5％）を合わせた『ゆとりがある』が 11.2％となっています。 

○ 前回調査の結果と比べると、「ふつう」が 4.3ポイント減少し、『苦しい』の割合が 3.4ポイ

ント増加しています。 

 

 

 
 

 

■前回調査との比較 

 
 

 

■属性別クロス集計 

 
  

5.4 

20.2 

59.8 

9.7 

1.5 

3.4 

0% 20% 40% 60% 80%

大変苦しい

やや苦しい

ふつう

ややゆとりがある

大変ゆとりがある

無回答

ｎ=2,120

問10 現在の暮らしの経済的状況

カテゴリー名 今回 前回 増減

大変苦しい 5.4 3.4 2.0

やや苦しい 20.2 18.8 1.4

ふつう 59.8 64.0 -4.3

ややゆとりがある 9.7 10.6 -0.9

大変ゆとりがある 1.5 1.4 0.1

無回答 3.4 1.7 1.7
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（13）経済的に苦しい理由 

問 10－１ （問 10で「１、２」を選んだ方のみ） 

経済的に苦しい理由は次の内どれにあてはまりますか。（あてはまるものすべてに○） 

 

○ 経済的に苦しい理由について、「公的年金だけでは不十分」が 86.3％で最も高く、次いで「貯

蓄等の資金では不十分」（48.9％）、「子どもからの援助が期待できない」（31.8％）と続いて

います。 

○ 性別にみると、男性のほうが女性に比べて「退職金や企業年金だけでは不十分」の割合が高

く、女性のほうが男性に比べて「子どもからの援助が期待できない」の割合が高くなってい

ます。 

○ 年齢別にみると、60歳～64歳では、「貯蓄等の資金では不十分」の割合が最も高く、他の年

代と比べて「公的年金だけでは不十分」の割合が低くなっています。 

 

 
 

 

■前回調査との比較 

 
  

86.8 

48.9 

31.8 

19.9 

10.3 

8.3 

1.7 

4.4 

1.3 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

公的年金だけでは不十分

貯蓄等の資金では不十分

子どもからの援助が期待できない

退職金や企業年金だけでは不十分

仕事が確保できない

利息・配当収入が期待通りにならない

住居が確保できない

その他

無回答

ｎ=544

問10-1 経済的に苦しい理由

カテゴリー名 今回 前回 増減

公的年金だけでは不十分 86.8 89.3 -2.6

貯蓄等の資金では不十分 48.9 44.9 4.0

子どもからの援助が期待できない 31.8 31.2 0.6

退職金や企業年金だけでは不十分 19.9 18.7 1.1

仕事が確保できない 10.3 11.3 -1.0

利息・配当収入が期待通りにならない 8.3 6.1 2.2

住居が確保できない 1.7 2.2 -0.5

その他 4.4 5.4 -1.0

無回答 1.3 1.3 0.0
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■属性別クロス集計 
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（14）主たる収入源 

問 11 主たる収入源は何ですか（あてはまるものすべてに○） 

 

○ 主たる収入源について、「公的年金」が 78.7％で最も高く、次いで「給料」（24.9％）、「自営

業・農業」（11.1％）と続いています。 

○ 前回調査の結果と比べると、「公的年金」が 3.4ポイント減少しています。 

○ 性別にみると、女性のほうが男性に比べて「公的年金」の割合が高く、男性は女性に比べて

「自営業・農業」、「給料」の割合が高くなっています。 

○ 年齢別にみると、60歳～64歳では「給料」の割合が最も高くなっています。 

 

 

 
 

 

■前回調査との比較 

 
 

 

■属性別クロス集計 

 

78.7 

24.9 

11.1 

7.5 

4.3 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

公的年金

給料

自営業・農業

その他

無回答

ｎ=2,120

問11 主たる収入源

カテゴリー名 今回 前回 増減

公的年金 78.7 82.1 -3.4

給料 24.9 25.6 -0.7

自営業・農業 11.1 11.8 -0.7

その他 7.5 8.1 -0.5

無回答 4.3 2.9 1.4
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３ フレイル予防・介護予防について 

（１）健康状態 

問 12 現在のあなたの健康状態はいかがですか。（○はひとつ） 

 

○ 健康状態について、「まあよい」が 69.6％で最も高く、「とてもよい」（6.9％）と合わせた『よ

い』は 76.5％となっています。「あまりよくない」（18.3％）と「よくない」（2.3％）を合わ

せた『よくない』は 20.6％となっています。 

○ 前回調査の結果と比べると、『よい』が 4.8ポイント減少し、『よくない』が 3.8ポイント増

加しています。 

○ 年齢別にみると、年代が上がるにつれて「あまりよくない」の割合が高くなる傾向がみられ

ます。 

 

 

 
 

 

■前回調査との比較 

 
 

■属性別クロス集計 

 
  

6.9 69.6 18.3

2.3

2.9

0% 20% 40% 60% 80% 100%

とてもよい まあよい あまりよくない よくない 無回答

問12 現在の健康状態

ｎ

ｎ=2,120

カテゴリー名 今回 前回 増減

とてもよい 6.9 8.0 -1.1

まあよい 69.6 73.2 -3.6

あまりよくない 18.3 15.5 2.8

よくない 2.3 1.3 1.0

無回答 2.9 2.0 0.9
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（２）転倒に対する不安 

問 13 転倒に対する不安は大きいですか。（○はひとつ） 

 

○ 転倒に対する不安について、「とても不安」（6.7％）と「やや不安である」（36.2％）を合わ

せた『不安』が 42.9％、「あまり不安ではない」（39.1％）と「不安ではない」（15.3％）を

合わせた『不安ではない』が 54.4％となっています。 

○ 性別にみると、女性のほうが男性に比べて『不安』の割合が高くなっています。 

○ 年齢別にみると、年代が上がるにつれて「とても不安」、「やや不安である」の割合が高くな

る傾向がみられます。 

 

 

 
 

 

■属性別クロス集計 

 
  

6.7 36.2 39.1 15.3 2.8

0% 20% 40% 60% 80% 100%

とても不安 やや不安である あまり不安でない 不安でない 無回答

問13 転倒に対する不安は大きいか

ｎ

ｎ=2,120
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（３）身長と体重 

問 14 食べることについて教えてください。（○は１つずつ。身長及び体重については記入例

を参照） 

①身長と体重をご記入ください 

 

○ 身長と体重から肥満度（BMI）を算出したところ、「普通体重」が 67.8％、「肥満（１度）」が

17.5％、「低体重」が 8.8％などとなっています。 

○ 性別にみると、男性のほうが女性に比べて「肥満（1度）」の割合が高く、女性のほうが男性

に比べて「低体重」の割合が高くなっています。 

 

 
 

■前回調査との比較 

 
 

■属性別クロス集計 

 
  

8.8 67.8 17.5

2.0 0.1 0.0

3.6

0% 20% 40% 60% 80% 100%

低体重 普通体重 肥満（1度） 肥満（2度） 肥満（3度） 肥満（4度） 無回答

BMI

ｎ

ｎ=2,120

カテゴリー名 今回 前回 増減

低体重 8.8 7.8 1.1

普通体重 67.8 67.9 -0.1

肥満（1度） 17.5 19.3 -1.8

肥満（2度） 2.0 1.5 0.5

肥満（3度） 0.1 0.3 -0.1

肥満（4度） 0.0 0.1 -0.1

無回答 3.6 3.1 0.5
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（４）体重減少の有無 

②６か月間で２～３kg以上の体重減少がありましたか 

 

○ ６か月間で２～３㎏以上の体重減少について、「はい」が 10.5％、「いいえ」が 86.3％となっ

ています。 

 

 

 

 
 

 

■属性別クロス集計 

 
  

10.5 86.3 3.2

0% 20% 40% 60% 80% 100%

はい いいえ 無回答

問14② 6か月間で2～3kg以上の体重減少がありましたか

ｎ

ｎ=2,120
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（５）固いものが食べにくくなること 

③半年前に比べて固いものが食べにくくなりましたか 

 

○ 半年前に比べて固いものが食べにくくなったかどうかについて、「はい」が 18.8％、「いいえ」

が 78.3％となっています。 

○ 年齢別にみると、85歳～89歳まで年代が上がるにつれて割合が高くなる傾向がみられます。 

 

 

 
 

 

■属性別クロス集計 

 
  

18.8 78.3 3.0

0% 20% 40% 60% 80% 100%

はい いいえ 無回答

問14③ 半年前に比べて固いものが食べにくくなりましたか

ｎ

ｎ=2,120
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（６）お茶や汁物等でむせること 

④お茶や汁物等でむせることがありますか 

 

○ お茶や汁物等でむせることの有無について、「はい」が 22.0％、「いいえ」が 74.7％となって

います。 

○ 年齢別にみると、85 歳～89 歳まで年代が上がるにつれて「はい」の割合が高くなる傾向が

みられます。 

 

 
 

 

■属性別クロス集計 

 
  

22.0 74.7 3.3

0% 20% 40% 60% 80% 100%

はい いいえ 無回答

問14④ お茶や汁物等でむせることがあるか

ｎ

ｎ=2,120
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（７）口の渇きが気になること 

⑤口の渇きが気になりますか 

 

○ 口の渇きが気になるかどうかについて、「はい」が 20.1％、「いいえ」が 76.4％となっていま

す。 

○ 年齢別にみると、85 歳～89 歳まで年代が上がるにつれて「はい」の割合が高くなる傾向が

みられます。 

 

 

 
 

 

■属性別クロス集計 

 
 

  

20.1 76.4 3.4

0% 20% 40% 60% 80% 100%

はい いいえ 無回答

問14⑤ 口の渇きが気になりますか

ｎ

ｎ=2,120
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（８）歯科検診の受診 

⑥年に１回以上歯科検診または歯科医院を受診していますか 

 

○ 年に１回以上の歯科検診または歯科医院の受診について、「はい」が 57.1％、「いいえ」が

40.0％となっています。 

○ 性別にみると、女性のほうが男性に比べて「はい」の割合が高くなっています。 

○ 年齢別にみると、84歳以下では「はい」の割合が高く、85歳以上では「いいえ」の割合が高

くなっています。 

 

 

 
 

 

■属性別クロス集計 

 
  

57.1 40.0 2.9

0% 20% 40% 60% 80% 100%

はい いいえ 無回答

問14⑥ 年に1回以上歯科検診または歯科医院を受診しているか

ｎ

ｎ=2,120
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（９）歯の数と入れ歯の利用状況 

⑦ 歯の数と入れ歯の利用状況を教えてください 

（成人の歯の総本数は、親知らずを含めて 32本です。） 

 

○ 歯の数と入れ歯の利用状況について、「自分の歯は 20本以上、入れ歯の利用なし」が 46.1％

で最も高く、次いで「自分の歯は 19本以下、かつ、入れ歯を利用」（23.0％）、「自分の歯は

20本以上、かつ、入れ歯を利用」（14.7％）と続いています。 

○ 前回調査の結果と比べると、「自分の歯は 19本以下、かつ、入れ歯を利用」が 5.3ポイント

減少、「自分の歯は 20本以上、かつ、入れ歯を利用」が 3.6ポイント減少しています。 

○ 年齢別にみると、年代が上がるにつれて「自分の歯は 20本以上、入れ歯の利用なし」の割合

が低くなり、80 歳以上では「自分の歯は 19 本以下、かつ、入れ歯を利用」の割合が最も高

くなっています。 

 

 
 

 

■前回調査との比較 

 
 

■属性別クロス集計 

 
  

14.7 

46.1 

23.0 

8.3 

7.9 

0% 10% 20% 30% 40% 50%

自分の歯は20本以上、かつ入れ歯を利用

自分の歯は20本以上、入れ歯の利用なし

自分の歯は19本以下、かつ入れ歯を利用

自分の歯は19本以下、入れ歯の利用なし

無回答

ｎ=2,120

問14⑦ 歯の数と入れ歯の利用状況

カテゴリー名 今回 前回 増減

自分の歯は20本以上、かつ入れ歯を利用 14.7 18.2 -3.6

自分の歯は20本以上、入れ歯の利用なし 46.1 44.1 2.0

自分の歯は19本以下、かつ入れ歯を利用 23.0 28.3 -5.3

自分の歯は19本以下、入れ歯の利用なし 8.3 7.0 1.3

無回答 7.9 2.3 5.6
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（10）フレイルという言葉の認知度 

問 15「フレイル」という言葉を知っていますか。（○はひとつ） 

 

○ 「フレイル」という言葉を知っているかどうかについて、「言葉を聞いたこともない」が

36.6％で最も高く、次いで「言葉は知っているが、内容は知らない」（30.4％）、「内容を知っ

ている」（29.3％）と続いています。 

○ 前回調査の結果と比べると、「内容を知っている」が 7.5ポイント増加、「言葉は知っている

が、内容は知らない」が 6.2ポイント増加し、「言葉を聞いたこともない」が 11.5ポイント

減少しています。 

○ 性別にみると、女性のほうが男性に比べて「内容を知っている」の割合が高く、「言葉を聞い

たこともない」の割合が低くなっています。 

 

 

 
 

 

 

■前回調査との比較 

 
 

■属性別クロス集計 

 
  

29.3 30.4 36.6 3.7

0% 20% 40% 60% 80% 100%

内容を知っている 言葉は知っているが、内容は知らない 言葉を聞いたこともない 無回答

問15 「フレイル」という言葉を知っているか

ｎ

ｎ=2,120

カテゴリー名 今回 前回 増減

内容を知っている 29.3 21.9 7.5

言葉は知っているが、内容は知らない 30.4 24.2 6.2

言葉を聞いたこともない 36.6 48.1 -11.5

無回答 3.7 5.8 -2.1
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（11）運動教室等への参加意向 

問 16 あなたが「フレイル」になった場合に、再び自分らしい生活に戻れるよう、短期間（約

3か月）、保健医療の専門職によるアドバイスを受けながら、運動等に取り組む教室に参

加したいと思いますか。 

 

○ フレイルになった場合に運動教室に参加したいかどうかについて、「少し思う」が 43.3％で

最も高く、「とても思う」（26.4％）と合わせた『思う』が 69.7％となっています。 

○ 性別にみると、女性のほうが男性に比べて「とても思う」の割合が高く、男性では女性に比

べて「あまり思わない」の割合が高くなっています。 

○ 年齢別にみると、85歳以上では「あまり思わない」の割合が最も高くなっています。 

 

 

 
 

 

■属性別クロス集計 

 
  

26.4 43.3 20.6 6.5 3.3

0% 20% 40% 60% 80% 100%

とても思う 少し思う あまり思わない 思わない 無回答

問16 「フレイル」になった場合に、保健医療の専門職によるアドバイスを受けながら、運動等に取り組む教室に参加したいと思うか

ｎ

ｎ=2,120
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（12）健康や介護予防のために気をつけていること 

問 17 あなたは、普段から健康や介護予防のために気をつけていることはありますか。（○は

いくつでも） 

 

○ 普段から健康や介護予防のために気をつけていることについて、「口の中を清潔にしている」

が 70.9％で最も高く、次いで「かかりつけの医師（主治医）に定期的に診てもらっている」

（59.1％）、「定期的に健康診断を受けている」（58.6％）と続いています。 

○ 性別にみると、男性では女性に比べて「タバコをやめた・吸わない」、「お酒を飲みすぎない・

飲まない」、「野菜づくりなど農作業をしている」の割合が高く、女性では男性に比べて「口

の中を清潔にしている」、「栄養バランスやかむ回数に気をつけて食事をしている」、「気持ち

をできる限り明るく保つ」、「認知症の予防に取り組んでいる」の割合が高くなっています。 

○ 年齢別にみると、85歳～94歳では「かかりつけの医師（主治医）に定期的に診てもらってい

る」の割合が最も高くなっています。 

 

 
 

  

70.9 

59.1 

58.6 

53.7 

53.3 

49.7 

45.7 

44.9 

44.7 

38.6 

36.7 

34.8 

17.5 

14.0 

2.5 

0.9 

3.9 

0% 20% 40% 60% 80%

口の中を清潔にしている(歯みがき、うがいなど)

かかりつけの医師(主治医)に定期的に診てもらっている

定期的に健康診断を受けている

休養や睡眠を十分にとっている

規則的な生活を心がけている(夜更かしをしないなど)

タバコをやめた・吸わない

お酒を飲みすぎない・飲まない

ウォーキングや体操など、定期的に運動をしている

栄養バランスやかむ回数に気をつけて食事をしている

気持ちをできる限り明るく保つ

趣味の活動を行う

野菜づくりなど農作業をしている

社会活動(地域の会やグループでの活動)に参加している

認知症の予防に取り組んでいる

その他

特にない

無回答

ｎ=2,120

問17 普段から健康や介護予防のために気をつけていることはあるか
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■属性別クロス集計 
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（13）認知症の発症・重症化の危険性を高めるもの 

問 18 次のうち、認知症の発症・重症化の危険性を高めると思うものに○をつけてください。

（○はいくつでも） 

 

○ 認知症の発症・重症化の危険性を高めると思うものについて、「社会的孤立」が 70.0％で最

も高く、次いで「運動不足」（65.1％）、「うつ病」（56.7％）と続いています。 

○ 性別にみると、女性のほうが男性に比べて「社会的孤立」、「うつ病」、「難聴」、「脂質異常症」

の割合が高く、男性のほうが女性に比べて「多量の飲酒」の割合が高くなっています。 

○ 年齢別にみると、74 歳以下のほうが 75 歳以上に比べて「社会的孤立」の割合が高くなって

います。 

 

 

 
 

  

70.0 

65.1 

56.7 

50.0 

38.4 

38.3 

31.5 

27.7 

16.5 

3.1 

5.4 

0% 20% 40% 60% 80%

社会的孤立

運動不足

うつ病

多量の飲酒

タバコ

難聴

糖尿病

高血圧

脂質異常症

あてはまるものはない

無回答

ｎ=2,120

問18 認知症の発症・重症化の危険性を高めると思うもの
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■属性別クロス集計 
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４ 毎日の生活について 

（１）地域の会やグループへの参加状況 

問 19 何らかの地域の会やグループに参加していますか。（○はひとつ） 

 

○ 地域の会やグループへの参加状況について、「参加している」が 40.5％、「参加していない」

が 53.8％となっています。 

○ 前回調査の結果と比べると、「参加している」の割合が 6.4ポイント減少しています。 

○ 年齢別にみると、80歳～84歳では「参加している」の割合が高くなっています。 

○ 経済的状況別にみると、ゆとりがある人のほうが「参加している」の割合が高くなっていま

す。 

 
 

■前回調査との比較 

 
 

■属性別クロス集計 

 
 

■経済的状況別（問 10） 

  

40.5 53.8 5.7

0% 20% 40% 60% 80% 100%

参加している 参加していない 無回答

問19 何らかの地域の会やグループに参加しているか

ｎ

ｎ=2,120

カテゴリー名 今回 前回 増減

参加している 40.5 46.9 -6.4

参加していない 53.8 50.6 3.2

無回答 5.7 2.5 3.2
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（２）地域の会やグループへの参加頻度 

問 19-１ （問 19で「１」を選んだ方のみ） 

地域の会やグループに、どのくらいの頻度で参加していますか。（○はひとつずつ） 

①ボランティアのグループ 

○ ボランティアグループへの参加頻度について、週１回以上参加している人は 5.0％、年に数

回以上参加している人は 21.2％となっています。 

 
 

■前回調査との比較 

 
 

■属性別クロス集計 

 
 

■経済的状況別（問 10） 

  

1.0 1.7 2.3

7.8 8.4 25.8 52.9

0% 20% 40% 60% 80% 100%

週4回以上 週2～3回 週1回 月1～3回 年に数回 参加していない 無回答

問6 (1)①ボランティアのグループ

ｎ

ｎ=858

カテゴリー名 今回 前回 増減

週4回以上 1.0 0.5 0.5

週2～3回 1.7 1.2 0.5

週1回 2.3 2.5 -0.2

月1～3回 7.8 9.0 -1.2

年に数回 8.4 8.2 0.2

参加していない 25.8 23.0 2.8

無回答 52.9 55.6 -2.7
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②運動やスポーツ関係のグループやクラブ 

○ 運動やスポーツ関係のグループやクラブへの参加頻度について、週１回以上参加している人

は 29.4％、年に数回以上参加している人は 44.7％となっています。 

○ 性別にみると、女性のほうが男性に比べて、高い頻度で参加している人の割合が高くなって

います。 

 
 

■前回調査との比較 

 
 

■属性別クロス集計 

 
 

■経済的状況別（問 10） 

 
  

5.7 12.0 11.7 9.9 5.4 18.2 37.2

0% 20% 40% 60% 80% 100%

週4回以上 週2～3回 週1回 月1～3回 年に数回 参加していない 無回答

問6 (1)②スポーツ関係のグループやクラブ

ｎ

ｎ=858

カテゴリー名 今回 前回 増減

週4回以上 5.7 4.3 1.4

週2～3回 12.0 12.8 -0.8

週1回 11.7 11.0 0.7

月1～3回 9.9 9.7 0.2

年に数回 5.4 4.2 1.1

参加していない 18.2 16.6 1.5

無回答 37.2 41.3 -4.1



 

40 

③趣味関係のグループ 

○ 運動やスポーツ関係のグループへの参加頻度について、週１回以上参加している人は 16.4％、

年に数回以上参加している人は 48.8％となっています。 

○ 性別にみると、女性のほうが男性に比べて、「月１～３回」の割合が高くなっています。 

 
 

■前回調査との比較 

 
 

■属性別クロス集計 

 
 

■経済的状況別（問 10） 

 
  

2.0

5.2 9.2 24.1 8.3 18.9 32.3

0% 20% 40% 60% 80% 100%

週4回以上 週2～3回 週1回 月1～3回 年に数回 参加していない 無回答

問6 (1)③趣味関係のグループ

ｎ

ｎ=858

カテゴリー名 今回 前回 増減

週4回以上 2.0 0.8 1.2

週2～3回 5.2 5.7 -0.4

週1回 9.2 9.2 0.0

月1～3回 24.1 27.6 -3.5

年に数回 8.3 6.3 2.0

参加していない 18.9 15.1 3.8

無回答 32.3 35.3 -3.0
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④学習・教養サークル 

○ 運動やスポーツ関係のグループやクラブへの参加頻度について、週１回以上参加している人

は 4.6％、年に数回以上参加している人は 16.7％となっています。 

○ 性別にみると、女性のほうが男性に比べて、参加している人の割合が高く、女性では年に数

回以上参加している人は 22.0％となっています。 

 

 
 

■前回調査との比較 

 
 

■属性別クロス集計 

 
 

■経済的状況別（問 10） 

 
  

0.3 1.5 2.8

7.6 4.5 32.8 50.5

0% 20% 40% 60% 80% 100%

週4回以上 週2～3回 週1回 月1～3回 年に数回 参加していない 無回答

問6 (1)④学習・教養サークル

ｎ

ｎ=858

カテゴリー名 今回 前回 増減

週4回以上 0.3 0.4 -0.1

週2～3回 1.5 1.0 0.5

週1回 2.8 2.8 0.0

月1～3回 7.6 7.4 0.1

年に数回 4.5 4.2 0.3

参加していない 32.8 28.5 4.2

無回答 50.5 55.5 -5.1
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⑤はつらつクラブなど介護予防のための通いの場 

○ はつらつクラブなど介護予防のための通いの場への参加頻度について、週１回以上参加して

いる人は 4.7％、年に数回以上参加している人は 7.8％となっています。 

○ 性別にみると、女性のほうが男性に比べて、参加している人の割合が高く、女性では年数回

以上参加している人は 12.7％となっています。 

 

 
 

■前回調査との比較 

 
 

■属性別クロス集計 

 
 

■経済的状況別（問 10） 

 
  

0.5 0.6 3.6 2.6 0.5

37.5 54.8

0% 20% 40% 60% 80% 100%

週4回以上 週2～3回 週1回 月1～3回 年に数回 参加していない 無回答

問6 (1)⑤介護予防のための集いの場

ｎ

ｎ=858

カテゴリー名 今回 前回 増減

週4回以上 0.5 0.2 0.3

週2～3回 0.6 1.0 -0.5

週1回 3.6 3.3 0.3

月1～3回 2.6 3.4 -0.8

年に数回 0.5 1.9 -1.4

参加していない 37.5 32.3 5.3

無回答 54.8 57.9 -3.1
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⑥老人クラブ 

○ 老人クラブへの参加頻度について、週１回以上参加している人は 1.1％、年に数回以上参加

している人は 13.1％となっています。 

○ 性別にみると、男性のほうが女性に比べて、参加している人の割合が高く、男性では年数回

以上参加している人は 17.3％となっています。 

 

 
 

■前回調査との比較 

 
 

■属性別クロス集計 

 
 

■経済的状況別（問 10） 

 
  

0.0 0.3 0.8

3.7 8.3 37.3 49.5

0% 20% 40% 60% 80% 100%

週4回以上 週2～3回 週1回 月1～3回 年に数回 参加していない 無回答

問6 (1)⑥老人クラブ

ｎ

ｎ=858

カテゴリー名 今回 前回 増減

週4回以上 0.0 0.0 0.0

週2～3回 0.3 0.5 -0.2

週1回 0.8 0.5 0.3

月1～3回 3.7 3.8 -0.1

年に数回 8.3 9.4 -1.1

参加していない 37.3 31.7 5.5

無回答 49.5 54.0 -4.4



 

44 

⑦町内会・自治会 

○ 町内会・自治会への参加頻度について、週１回以上参加している人は 4.1％、年に数回以上

参加している人は 37.5％となっています。 

○ 性別にみると、男性のほうが女性に比べて、参加している人の割合が高く、男性では年数回

以上参加している人は 53.3％となっています。 

 

 
 

■前回調査との比較 

 
 

■属性別クロス集計 

 
 

■経済的状況別（問 10） 

 
  

0.51.5 2.1

11.7 21.7 23.3 39.3

0% 20% 40% 60% 80% 100%

週4回以上 週2～3回 週1回 月1～3回 年に数回 参加していない 無回答

問6 (1)⑦自治会・地域支え合い協議会

ｎ

ｎ=858

カテゴリー名 今回 前回 増減

週4回以上 0.5 0.0 0.5

週2～3回 1.5 0.5 1.0

週1回 2.1 0.9 1.2

月1～3回 11.7 12.1 -0.4

年に数回 21.7 24.1 -2.4

参加していない 23.3 17.3 6.0

無回答 39.3 45.1 -5.8
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（３）社会参加活動や仕事の頻度 

問 20 社会参加活動や仕事を、どのくらいの頻度でしていますか。（○はひとつずつ） 

①見守りが必要な高齢者を支援する活動 

○ 見守りが必要な高齢者を支援する活動への参加頻度について、年に数回以上参加している人

は 3.5％となっています。 

 
 

■前回調査との比較 

 
 

■属性別クロス集計 

 
 

■経済的状況別（問 10） 

  

0.6 0.40.4 1.1 1.0

43.8 52.6

0% 20% 40% 60% 80% 100%

週4回以上 週2～3回 週1回 月1～3回 年に数回 参加していない 無回答

見守りが必要な高齢者の支援

ｎ

ｎ=2,120

カテゴリー名 今回 前回 増減

週4回以上 0.6 0.5 0.1

週2～3回 0.4 0.6 -0.2

週1回 0.4 0.5 -0.2

月1～3回 1.1 1.6 -0.5

年に数回 1.0 1.8 -0.9

参加していない 43.8 43.5 0.3

無回答 52.6 51.4 1.3
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②介護が必要な高齢者を支援する活動 

○ 介護が必要な高齢者を支援する活動への参加頻度について、年に数回以上参加している人は

2.7％となっています。 

 

 
 

■前回調査との比較 

 
 

■属性別クロス集計 

 
 

■経済的状況別（問 10） 

 
  

0.7 0.5 0.4 0.5 0.6

44.5 52.8

0% 20% 40% 60% 80% 100%

週4回以上 週2～3回 週1回 月1～3回 年に数回 参加していない 無回答

介護が必要な高齢者の支援

ｎ

ｎ=2,120

カテゴリー名 今回 前回 増減

週4回以上 0.7 0.3 0.3

週2～3回 0.5 0.7 -0.2

週1回 0.4 0.5 -0.1

月1～3回 0.5 0.9 -0.5

年に数回 0.6 1.4 -0.8

参加していない 44.5 44.2 0.3

無回答 52.8 52.0 0.9
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③子どもを育てている親を支援する活動 

○ 子どもを育てている親を支援する活動への参加頻度について、年に数回以上参加している人

は 2.7％となっています。 

 

 
 

■前回調査との比較 

 
 

■属性別クロス集計 

 
 

■経済的状況別（問 10） 

 
  

0.2 0.4 0.3 0.6 1.2

44.7 52.7

0% 20% 40% 60% 80% 100%

週4回以上 週2～3回 週1回 月1～3回 年に数回 参加していない 無回答

問6 (1)⑤介護予防のための集いの場

ｎ

ｎ=2,120

カテゴリー名 今回 前回 増減

週4回以上 0.2 0.7 -0.5

週2～3回 0.4 0.7 -0.3

週1回 0.3 0.3 0.0

月1～3回 0.6 0.8 -0.3

年に数回 1.2 1.6 -0.4

参加していない 44.7 44.1 0.6

無回答 52.7 51.8 0.9
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④地域の生活環境の改善（美化）活動 

○ 地域の生活環境改善（美化）活動への参加頻度について、年に数回以上参加している人は

15.5％となっています。 

○ 性別にみると、男性のほうが女性に比べて参加している人の割合が高く、男性では年に数回

以上参加している人は 22.1％となっています。 

 

 
 

■前回調査との比較 

 
 

■属性別クロス集計 

 
 

■経済的状況別（問 10） 

 
  

0.0 0.2 0.3 1.8

13.2 34.2 50.3

0% 20% 40% 60% 80% 100%

週4回以上 週2～3回 週1回 月1～3回 年に数回 参加していない 無回答

問6 (1)⑥老人クラブ

ｎ

ｎ=2,120

カテゴリー名 今回 前回 増減

週4回以上 0.0 0.1 -0.1

週2～3回 0.2 0.4 -0.2

週1回 0.3 0.6 -0.3

月1～3回 1.8 2.6 -0.8

年に数回 13.2 15.4 -2.2

参加していない 34.2 31.5 2.7

無回答 50.3 49.2 1.1
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⑤収入のある仕事 

○ 収入のある仕事への参加頻度について、週１回以上参加している人は 26.1％、年に数回以上

参加している人は 32.6％となっています。 

○ 性別にみると、男性のほうが女性に比べて参加している人の割合が高く、男性では年に数回

以上参加している人は 39.9％となっています。 

 

 
 

■前回調査との比較 

 
 

■属性別クロス集計 

 
 

■経済的状況別（問 10） 

 
  

21.0 6.8

1.3 1.4 2.1

35.2 32.2

0% 20% 40% 60% 80% 100%

週4回以上 週2～3回 週1回 月1～3回 年に数回 参加していない 無回答

収入のある仕事

ｎ

ｎ=2,120

カテゴリー名 今回 前回 増減

週4回以上 21.0 20.5 0.6

週2～3回 6.8 7.9 -1.0

週1回 1.3 1.5 -0.2

月1～3回 1.4 1.6 -0.2

年に数回 2.1 2.2 -0.1

参加していない 35.2 38.1 -2.9

無回答 32.2 28.3 3.9
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（４）現在の就業状況・形態 

問 20-１（問 20⑤で「１～５」を選んだ方のみ） 

あなたの現在の主な就業状況・形態は次のうちどれにあてはまりますか。（〇はひとつ） 

 

○ 就業状況・形態について、「パート・アルバイト」が 31.4％で最も高く、次いで「自営業・

自由業・家族従業員」（24.7％）、「正社員」（18.5％）と続いています。 

○ 性別にみると、男性では「自営業・自由業・家族従業員」の割合が最も高く、女性は男性に

比べて「パート・アルバイト」の割合が高くなっています。 

○ 年齢別にみると、60 歳～64 歳では「正社員」の割合が最も高くなっています。75 歳以上で

は「自営業・自由業・家族従業」の割合が最も高くなっています。 

 
 

■前回調査との比較 

 
 

■属性別クロス集計 

  

18.5 

17.1 

0.7 

31.4 

24.7 

1.9 

3.9 

1.7 

0% 10% 20% 30% 40%

正社員

契約社員・嘱託

派遣社員

パート・アルバイト

自営業・自由業・家族従業員

内職

シルバー人材センターに登録

無回答

ｎ=691

問20-1 現在の主な就業状況・形態

カテゴリー名 今回 前回 増減

正社員 18.5 15.8 2.8

契約社員・嘱託 17.1 18.6 -1.6

派遣社員 0.7 0.6 0.1

パート・アルバイト 31.4 34.4 -3.0

自営業・自由業・家族従業員 24.7 23.1 1.6

内職 1.9 1.9 0.0

シルバー人材センターに登録 3.9 3.6 0.3

無回答 1.7 2.0 -0.3
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（５）希望する就業形態 

問 21 あなたが、今後（現在職に就いている方は退職後）希望する就業形態はどれですか。（〇

はひとつ） 

 

○ 今後希望する就業形態について、「就業する意思はない」が 46.9％で最も高く、次いで「パ

ート・アルバイト」（14.1％）、「自営業・自由業・家族従業員」（8.3％）と続いています。 

○ 年齢別にみると、60歳～64歳で「パート・アルバイト」の割合が最も高くなっています。 

 

 
 

■前回調査との比較 

 
 

■属性別クロス集計 

  

2.2 

3.9 

0.2 

14.1 

8.3 

1.7 

3.2 

46.9 

19.4 

0% 10% 20% 30% 40% 50%

正社員

契約社員・嘱託

派遣社員

パート・アルバイト

自営業・自由業・家族従業員

内職

シルバー人材センターに登録

就業する意思はない

無回答

ｎ=2,120

問21 今後(現在職に就いている方は退職後)希望する就業形態

カテゴリー名 今回 前回 増減

正社員 2.2 1.7 0.4

契約社員・嘱託 3.9 4.5 -0.6

派遣社員 0.2 0.1 0.1

パート・アルバイト 14.1 12.6 1.5

自営業・自由業・家族従業員 8.3 9.3 -1.0

内職 1.7 1.6 0.1

シルバー人材センターに登録 3.2 3.3 -0.1

就業する意思はない 46.9 50.0 -3.1

無回答 19.4 16.8 2.6
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（６）地域住民の有志による活動への参加者としての参加意向 

問 22 地域住民の有志によって、健康づくり活動や趣味等のグループ活動を行って、いきいき

とした地域づくりを進めるとしたら、あなたはその活動に参加者として参加してみた

いと思いますか。（○はひとつ） 

 

○ 地域住民の有志による健康づくり活動や趣味等のグループ活動への参加者としての参加意

向について、「参加してもよい」が 55.1％で最も高く、「ぜひ参加したい」（6.6％）と合わせ

ると 61.7％の人が参加意向を示しています。「参加したくない」は 32.1％となっています。 

○ 年齢別にみると、85歳以上では「参加したくない」の割合が高くなっています。 

 

 
 

 

■前回調査との比較 

 
 

■属性別クロス集計 

 
  

6.6 55.1 32.1 6.2

0% 20% 40% 60% 80% 100%

ぜひ参加したい 参加してもよい 参加したくない 無回答

問22 地域活動に参加者として参加してみたいと思うか

ｎ

ｎ=2,120

カテゴリー名 今回 前回 増減

ぜひ参加したい 6.6 6.9 -0.4

参加してもよい 55.1 57.2 -2.0

参加したくない 32.1 31.9 0.2

無回答 6.2 4.0 2.2
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（７）地域住民の有志による活動への企画・運営としての参加意向 

問 23 地域住民の有志によって、健康づくり活動や趣味等のグループ活動を行って、いきいき

とした地域づくりを進めるとしたら、あなたはその活動に企画・運営（お世話役）とし

て参加してみたいと思いますか。（○はひとつ） 

 

○ 地域住民の有志による健康づくり活動や趣味等のグループ活動への企画・運営（お世話役）

としての参加意向について、「参加したくない」が 53.7％で最も高くなっています。「参加し

てもよい」（36.8％）と「ぜひ参加したい」（2.0％）を合わせると 38.8％の人が参加意向を

示しています。 

○ 性別にみると、男性のほうが女性に比べて、参加意向を示した人の割合が高くなっています。 

○ 年齢別にみると、年齢が上がるにつれ「参加したくない」の割合が高く、「参加してもよい」

の割合が低くなる傾向がみられます。 

 

 
 

 

■前回調査との比較 

 
 

■属性別クロス集計 

 
  

2.0 36.8 53.7 7.5

0% 20% 40% 60% 80% 100%

ぜひ参加したい 参加してもよい 参加したくない 無回答

問23 地域活動に企画・運営(お世話役)として参加してみたいと思うか

ｎ

ｎ=2,120

カテゴリー名 今回 前回 増減

ぜひ参加したい 2.0 1.9 0.1

参加してもよい 36.8 39.0 -2.2

参加したくない 53.7 55.1 -1.4

無回答 7.5 3.9 3.5
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（８）週１回以上の外出 

問 24 週に１回以上は外出していますか。（○はひとつ） 

 

○ 外出頻度について、「週 2～4回」が 41.6％で最も高く、次いで「週 5回以上」（32.8％）、「週

1回」（12.5％）と続いています。 

○ 性別にみると、男性では「週 5回以上」の割合が最も高くなっています。 

○ 年齢別にみると、年代が若いほど外出頻度が高い傾向がみられます。 

 

 
 

 

■前回調査との比較 

 
 

■属性別クロス集計 

 
  

9.6 12.5 41.6 32.8 3.6

0% 20% 40% 60% 80% 100%

外出をひかえている 週1回 週2～4回 週5回以上 無回答

問24 週に1回以上は外出しているか

ｎ

ｎ=2,120

カテゴリー名 今回 前回 増減

外出をひかえている 9.6 7.4 2.2

週1回 12.5 13.8 -1.3

週2～4回 41.6 43.2 -1.7

週5回以上 32.8 32.5 0.3

無回答 3.6 3.1 0.5
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（９）外出を控えている理由 

問 24-１（問 24で「１」を選んだ方のみ 

外出を控えている理由は何ですか。（あてはまるものすべてに○） 

 

○ 外出を控えている理由について、「新型コロナウイルス感染症の感染予防」が 64.0％で最も

高く、次いで「足腰などの痛み」（30.0％）、「交通手段がない」（16.7％）と続いています。 

○ 性別にみると、女性のほうが男性に比べて「交通手段がない」の割合が高くなっています。 

○ 年齢別にみると、年代が上がるにつれて「足腰などの痛み」の割合が高くなる傾向がみられ

ます。 

 

 

 
 

 

 

■前回調査との比較 

 
 

  

64.0 

30.0 

16.7 

15.3 

12.3 

11.3 

6.4 

4.4 

3.9 

3.9 

8.9 

0.0 

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70%

新型コロナウイルス感染症の感染予防

足腰などの痛み

交通手段がない

病気

トイレの心配(失禁など)

外での楽しみがない

耳の障害(聞こえの問題など)

経済的に出られない

障害(脳卒中の後遺症など)

目の障害

その他

無回答

ｎ=203

問24-1 外出を控えている理由は何か

カテゴリー名 今回 前回 増減

新型コロナウイルス感染症の感染予防 64.0 - -

足腰などの痛み 30.0 44.1 -14.0

交通手段がない 16.7 15.8 1.0

病気 15.3 15.1 0.1

トイレの心配(失禁など) 12.3 11.2 1.1

外での楽しみがない 11.3 15.8 -4.5

耳の障害(聞こえの問題など) 6.4 5.3 1.1

経済的に出られない 4.4 8.6 -4.1

障害(脳卒中の後遺症など) 3.9 2.0 2.0

目の障害 3.9 3.9 0.0

その他 8.9 28.3 -19.4

無回答 0.0 3.9 -3.9
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■属性別クロス集計 
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（10）外出の目的 

問 24-２（問 24で「２・３・４」を選んだ方のみ 

主な外出の目的をお教えください。（あてはまるものすべてに○） 

 

○ 主な外出の目的について、「買い物」が 72.5％で最も高く、次いで「仕事」（33.9％）、「運動」

（33.5％）と続いています。 

○ 性別にみると、特に女性で「買い物」の割合が 84.0％で高くなっています。男性では女性に

比べて「仕事」、「地域の集まり」の割合が高くなっています。 

○ 年齢別にみると、60 歳～64 歳では「仕事」の割合が最も高くなっています。また、80 歳以

上では、79歳以下に比べて「通院」の割合が高くなっています。 

 

 

 
 

 

■前回調査との比較 

 
 

  

72.5 

33.9 

33.5 

32.5 

26.0 

24.5 

12.5 

9.3 

6.8 

4.2 

5.5 

6.6 

0% 20% 40% 60% 80%

買い物

仕事

運動

通院

趣味

外食

温泉・旅行

地域の集まり

教養講座・健康教室

ボランティア

その他

無回答

ｎ=1,841

問24-2 主な外出の目的

カテゴリー名 今回 前回 増減

買い物 72.5 74.9 -2.4

仕事 33.9 35.2 -1.3

運動 33.5 30.5 2.9

通院 32.5 32.4 0.1

趣味 26.0 27.7 -1.7

外食 24.5 24.8 -0.3

温泉・旅行 12.5 13.1 -0.6

地域の集まり 9.3 11.4 -2.0

教養講座・健康教室 6.8 8.5 -1.7

ボランティア 4.2 5.1 -0.9

その他 5.5 6.6 -1.1

無回答 6.6 3.9 2.7
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■属性別クロス集計 
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（11）外出の際の移動手段 

問 24-３（問 24で「２・３・４」を選んだ方のみ 

外出の際の主な移動手段は何ですか。（あてはまるものすべてに○） 

 

○ 外出の際の主な移動手段について、「自動車(自分で運転)」が 66.6％で最も高く、次いで「徒

歩」（38.3％）、「自転車」（21.3％）と続いています。 

○ 前回調査の結果と比べると、「路線バス」の割合が 4.2ポイント減少しています。 

○ 性別にみると、特に男性で「自動車（自分で運転）」の割合が高くなっています。また、女性

では男性に比べて「自動車（人に乗せてもらう）」、「路線バス」の割合が高くなっています。 

○ 年齢別にみると、85歳～94歳では「徒歩」が最も高くなっています。また、年齢が若いほど

「自動車（自分で運転）」の割合が高く、年代が上がるにつれ「自動車（人に乗せてもらう）」、

「タクシー」の割合が高くなっています。 

 

 
 

 

■前回調査との比較 

  

66.6 

38.3 

21.3 

13.6 

9.1 

6.9 

4.1 

2.6 

0.3 

0.1 

0.0 

0.0 

0.4 

11.3 

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70%

自動車(自分で運転)

徒歩

自転車

自動車(人に乗せてもらう)

路線バス

電車

タクシー

バイク

病院や施設の車両

歩行器・シルバーカー

車いす

電動車いす(カート)

その他

無回答

ｎ=1,841

問24-3 外出の際の主な移動手段は何か

カテゴリー名 今回 前回 増減

自動車(自分で運転) 66.6 68.6 -2.0

徒歩 38.3 37.9 0.4

自転車 21.3 21.4 0.0

自動車(人に乗せてもらう) 13.6 16.1 -2.5

路線バス 9.1 13.3 -4.2

電車 6.9 6.8 0.1

タクシー 4.1 4.1 0.1

バイク 2.6 2.9 -0.4

病院や施設の車両 0.3 0.2 0.2

歩行器・シルバーカー 0.1 0.5 -0.4

車いす 0.0 0.1 -0.1

電動車いす(カート) 0.0 0.1 -0.1

その他 0.4 0.5 -0.1

無回答 11.3 9.1 2.2
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■属性別クロス集計 
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（12）参加したい活動 

問 25 どのような活動に参加したいですか（できると思いますか）。 

（あてはまるものすべてに○） 

 

○ 参加したい活動について、「趣味、娯楽活動」が 36.9％で最も高く、次いで「体操(運動)ス

ポーツやレクリエーション活動」（33.8％）、「働くこと」（24.3％）と続いています。 

○ 前回調査の結果と比べると、「認知症予防につながる活動」の割合が 10.6ポイント増加して

います。 

○ 性別にみると、男性のほうが女性に比べて「働くこと」、「自分の知識や技術を生かした活動」、

「町内会・自治会活動」の割合が高く、女性では男性に比べて「会食や茶話会」、「認知症予

防につながる活動」の割合が高くなっています。 

○ 年齢別にみると、60 歳～64 歳では「働くこと」が、85 歳以上では「特にない」の割合が最

も高くなっています。 

 
 

■前回調査との比較 

  

36.9 

33.8 

24.3 

20.4 

16.9 

16.0 

12.8 

10.0 

7.6 

7.0 

4.1 

4.0 

1.1 

20.7 

6.4 

0% 10% 20% 30% 40%

趣味、娯楽活動

体操(運動)スポーツやレクリエーション活動

働くこと

学習や教養を高めるための活動

認知症予防につながる活動

会食や茶話会

自分の知識や技術を生かした活動

地域のボランティア活動

町内会、自治会活動

サークル・自主グループによる活動

老人クラブ活動

若い世代との交流(学校訪問など)

その他

特にない

無回答

ｎ=2,120

問25 どのような活動に参加したいか

カテゴリー名 今回 前回 増減

趣味、娯楽活動 36.9 39.2 -2.2

体操(運動)スポーツやレクリエーション活動 33.8 34.9 -1.1

働くこと 24.3 22.3 2.0

学習や教養を高めるための活動 20.4 21.2 -0.8

認知症予防につながる活動 16.9 6.3 10.6

会食や茶話会 16.0 15.5 0.5

自分の知識や技術を生かした活動 12.8 11.4 1.5

地域のボランティア活動 10.0 10.3 -0.3

町内会、自治会活動 7.6 7.9 -0.2

サークル・自主グループによる活動 7.0 8.5 -1.5

老人クラブ活動 4.1 4.5 -0.4

若い世代との交流(学校訪問など) 4.0 3.2 0.8

その他 1.1 1.0 0.1

特にない 20.7 20.8 -0.1

無回答 6.4 5.2 1.2
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■属性別クロス集計 
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５ 介護サービス・認知症施策について 

（１）地域包括支援センター・在宅介護支援センターの認知度 

問 26 あなたは、お住まいの地域を担当する地域包括支援センター、または在宅介護支援セン

ターをご存知ですか。（○はひとつ） 

 

○ 地域包括支援センター・在宅介護支援センターを知っているかどうかについて、「ある程度

知っている」が 33.2％で最も高く、「よく知っている」（10.8％）と合わせた『知っている』

は 44.0％となっています。一方、「ほとんど知らない」（30.2％）と「全く知らない」（22.6％）

を合わせた『知らない』は 52.8％となっています。 

○ 前回調査の結果と比べると、『知っている』の割合が 5.7ポイント減少し、『知らない』の割

合が 4.4ポイント増加しています。 

○ 性別にみると、女性のほうが男性に比べて『知っている』の割合が高くなっています。 

 

 
 

■前回調査との比較 

 
 

■属性別クロス集計 

 
  

10.8 

33.2 

30.2 

22.6 

3.2 

0% 10% 20% 30% 40%

よく知っている

ある程度知っている

ほとんど知らない

全く知らない

無回答

ｎ=2,120

問26 居住地域を担当する地域包括支援センター、または在宅介護支援センターをご存知か

カテゴリー名 今回 前回 増減

よく知っている 10.8 11.8 -1.0

ある程度知っている 33.2 37.8 -4.7

ほとんど知らない 30.2 28.4 1.8

全く知らない 22.6 20.1 2.6

無回答 3.2 1.8 1.4
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（２）認知症に関する相談窓口の認知度 

問 27 認知症に関する相談窓口を知っていますか。（○はひとつ） 

 

○ 認知症に関する相談窓口を知っているかどうかについて、「いいえ」が 73.8％、「はい」が

20.7％となっています。 

○ 前回調査の結果と比べると、「はい」の割合が 10.7ポイント減少しています。 

○ 性別にみると、女性のほうが男性に比べて「はい」の割合が高くなっています。 

 

 
 

 

■前回調査との比較 

 
 

 

■属性別クロス集計 

 
  

20.7 73.8 5.6

0% 20% 40% 60% 80% 100%

はい いいえ 無回答

問27 認知症に関する相談窓口を知っているか

ｎ

ｎ=2,120

カテゴリー名 今回 前回 増減

はい 20.7 31.3 -10.7

いいえ 73.8 66.3 7.5

無回答 5.6 2.4 3.2
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（３）認知症についての相談相手 

問 28 身近な方に認知症の疑いがある時に、どこに相談しますか。 

（あてはまるものすべてに○） 

 

○ 身近な人に認知症の疑いがあるときの相談相手について、「家族・親戚」が 58.3％で最も高

く、次いで「かかりつけの医師」（51.1％）、「友人・知人」（18.5％）と続いています。 

○ 前回調査の結果と比べると、「家族・親戚」の割合が 5.2ポイント減少しています。 

○ 性別にみると、女性のほうが男性に比べて「かかりつけの医師」、「地域包括支援センター」、

「友人・知人」の割合が高くなっています。 

○ 年齢別にみると、年齢が若いほど「友人・知人」、「地域包括支援センター」の割合が高く、

年代が上がるにつれて「民生委員」の割合が高くなる傾向がみられます。 

 

 

 
 

  

58.3 

51.1 

18.5 

16.7 

16.3 

15.2 

10.8 

8.6 

6.1 

5.9 

4.7 

2.9 

0.8 

1.3 

2.5 

4.7 

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70%

家族・親戚

かかりつけの医師

友人・知人

地域包括支援センター

民生委員

ケアマネジャー

精神科医療機関

長野市の保健師

介護サービス事業所

認知症疾患医療センター

認知症コールセンター

保健所(県)の保健師

認知症の家族会等ボランティア団体

その他

特に相談はしない

無回答

ｎ=2,120

問28 身近な方に認知症の疑いがある時の相談相手（場所）
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■前回調査との比較 

 
 

  

カテゴリー名 今回 前回 増減

家族・親戚 58.3 63.6 -5.2

かかりつけの医師 51.1 53.7 -2.6

友人・知人 18.5 19.1 -0.6

地域包括支援センター 16.7 18.4 -1.7

民生委員 16.3 17.9 -1.6

ケアマネジャー 15.2 16.6 -1.4

精神科医療機関 10.8 10.7 0.1

長野市の保健師 8.6 7.1 1.5

介護サービス事業所 6.1 6.4 -0.2

認知症疾患医療センター 5.9 4.9 1.0

認知症コールセンター 4.7 4.0 0.7

保健所(県)の保健師 2.9 2.7 0.3

認知症の家族会等ボランティア団体 0.8 0.6 0.1

その他 1.3 0.6 0.7

特に相談はしない 2.5 2.5 0.1

無回答 4.7 2.4 2.3
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■属性別クロス集計 
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（４）認知症になっても安心して暮らすことができること 

問 29 どのようなことが充実すれば、認知症になっても安心して暮らしていくことができる

と思いますか。（あてはまるものすべてに○） 

 

○ 認知症になっても安心して暮らしていくことができるために充実すべきことについて、「認

知症の受診・治療ができる病院・診療所」が 71.4％で最も高く、次いで「入所できる施設」

（59.8％）、「専門相談窓口」（52.7％）と続いています。 

○ 前回調査の結果と比べると、「専門相談窓口」の割合が 6.3ポイント増加しています。 

 

 

 
 

 

■前回調査との比較 

 
 

  

71.4 

59.8 

52.7 

48.1 

37.9 

29.6 

24.5 

17.6 

14.6 

8.8 

6.7 

1.3 

4.3 

0% 20% 40% 60% 80%

認知症の受診・治療ができる病院・診療所

入所できる施設

専門相談窓口

認知症の人が利用できる在宅サービス

緊急時に対応できる病院・診療所、施設

認知症の正しい知識と理解をもった地域づくり

認知症の講習会や予防教室等

認知症カフェなどの認知症の人や家族、支援者が集える場所

はいかい高齢者見守りネットワーク

認知症家族の会等

成年後見制度等の権利擁護

その他

無回答

ｎ=2,120

問29 どのようなことが充実すれば、認知症になっても安心して暮らしていくことができると思うか

カテゴリー名 今回 前回 増減

認知症の受診・治療ができる病院・診療所 71.4 69.9 1.5

入所できる施設 59.8 59.2 0.6

専門相談窓口 52.7 46.5 6.3

認知症の人が利用できる在宅サービス 48.1 45.5 2.6

緊急時に対応できる病院・診療所、施設 37.9 38.3 -0.4

認知症の正しい知識と理解をもった地域づくり 29.6 27.7 1.9

認知症の講習会や予防教室等 24.5 21.6 2.9

認知症カフェなどの認知症の人や家族、支援者が集える場所 17.6 15.3 2.3

はいかい高齢者見守りネットワーク 14.6 14.7 -0.1

認知症家族の会等 8.8 7.2 1.6

成年後見制度等の権利擁護 6.7 5.4 1.3

その他 1.3 1.2 0.2

無回答 4.3 3.3 1.0
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■属性別クロス集計 
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（５）認知症への地域の理解とサポート・サービスの有無 

問 30 認知症があっても、なじみの地域で暮らせるための地域の理解やサポート、必要なサー

ビスが、身近にあると思いますか。（○はひとつ） 

 

○ 認知症に対する地域の理解やサポート、必要なサービスが身近にあると思うかどうかについ

て、「あまりあると思わない」が 46.0％で最も高く、「あると思わない」（22.6％）と合わせ

た『思わない』は 68.6％となっています。「とてもあると思う」（2.1％）と「まあまあ、あ

ると思う」（23.2％）を合わせた『思う』は 25.3％となっています。 

 

 
 

 

■属性別クロス集計 

 
 

  

2.1 

23.2 

46.0 

22.6 

6.0 

0% 20% 40% 60%

とてもあると思う

まあまあ、あると思う

あまりあると思わない

あると思わない

無回答

ｎ=2,120

問30 認知症があっても、なじみの地域で暮らせるための地域の理解やサポート、必要なサービスが、身近にあると思うか
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（６）介護を受けたい場所 

問 31 あなたに介護が必要となった場合、どこで介護を受けたいと思いますか。 

（○はひとつ） 

 

○ 介護が必要になったときに介護を受けたい場所について、「できるかぎり自宅に住みながら

介護保険サービスを受けて生活したい」が 44.7％で最も高く、次いで「今のところ、よくわ

からない」（35.4％）、「自宅以外の「介護施設」や「高齢者向けの住まい」に入所(入居)して

生活したい」（17.9％）と続いています。 

○ 性別にみると、男性のほうが女性に比べて「できるかぎり自宅に住みながら介護保険サービ

スを受けて生活したい」の割合が高く、女性では男性に比べて「自宅以外の「介護施設」や

「高齢者向けの住まい」に入所(入居)して生活したい」の割合が高くなっています。 

○ 年齢別にみると、60歳～69歳では「今のところ、よくわからない」の割合が最も高くなって

います。 

 
 

■前回調査との比較 

 
 

 

■属性別クロス集計 

 
  

44.7 

17.9 

35.4 

2.1 

0% 20% 40% 60%

できるかぎり自宅に住みながら介護保険サービスを受けて生活したい

自宅以外の「介護施設」や「高齢者向けの住まい」に入所(入居)して生活したい

今のところ、よくわからない

無回答

ｎ=2,120

問31 あなたに介護が必要となった場合、どこで介護を受けたいと思うか

カテゴリー名 今回 前回 増減

できるかぎり自宅に住みながら介護保険サービスを受けて生活したい 44.7 45.0 -0.4

自宅以外の「介護施設」や「高齢者向けの住まい」に入所(入居)して生活したい 17.9 19.1 -1.2

今のところ、よくわからない 35.4 34.7 0.7

無回答 2.1 1.2 0.9
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（７）自宅で介護保険サービスを利用したい理由 

問 31-１（問 31で「１」を選んだ方のみ） 

自宅で介護保険サービスを利用したい理由は何ですか。（あてはまるものすべてに

○） 

 

○ できるかぎり自宅に住みながら介護保険サービスを受けて生活したいと回答した人に、自宅

で介護サービスを利用したい理由をうかがったところ、「住み慣れた自宅で生活を続けたい

から」が 90.5％で最も高く、次いで「施設に入るだけの金銭的余裕がないから」（39.7％）、

「施設では自由な生活ができないから」（27.9％）と続いています。 

○ 前回調査の結果と比べると、「施設に入るだけの金銭的余裕がないから」の割合が 6.8 ポイ

ント増加しています。 

○ 性別にみると、男性のほうが女性に比べて「施設で他人の世話になるのがいやだから」の割

合が高くなっています。 

 

 

 
 

 

■前回調査との比較 

 
 

  

90.5 

39.7 

27.9 

24.1 

20.4 

15.6 

1.2 

2.1 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

住み慣れた自宅で生活を続けたいから

施設に入るだけの金銭的余裕がないから

施設では自由な生活ができないから

他人との共同生活はしたくないから

施設で他人の世話になるのはいやだから

在宅で十分な介護が受けられると思うから

その他

無回答

ｎ=947

問31-1 自宅で介護保険サービスを利用したい理由は何か

カテゴリー名 今回 前回 増減

住み慣れた自宅で生活を続けたいから 90.5 90.0 0.5

施設に入るだけの金銭的余裕がないから 39.7 32.9 6.8

施設では自由な生活ができないから 27.9 22.4 5.5

他人との共同生活はしたくないから 24.1 18.3 5.8

施設で他人の世話になるのはいやだから 20.4 16.1 4.3

在宅で十分な介護が受けられると思うから 15.6 16.5 -0.9

その他 1.2 1.2 0.0

無回答 2.1 2.2 0.0
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■属性別クロス集計 
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（８）自宅でどのように介護保険サービスを利用したいか 

問 31-２（問 31で「１」を選んだ方の 

自宅でどのように介護保険サービスを利用したいですか。（○はひとつ） 

 

○ できるかぎり自宅に住みながら介護保険サービスを受けて生活したいと回答した人に、自宅

でどのように介護保険サービスを利用したいかうかがったところ、「家族による介護を中心

としながら、デイサービスなどのサービスも利用したい」が 37.7％で最も高く、次いで「デ

イサービスなどのサービスを中心とし、併せて家族による介護も受けたい」（33.5％）、「デイ

サービスなど介護保険制度のサービスだけで介護を受けたい」（19.7％）と続いています。 

○ 性別にみると、女性では「デイサービスなどのサービスを中心とし、併せて家族による介護

も受けたい」の割合が最も高くなっています。また、女性のほうが男性に比べて「デイサー

ビスなど介護保険制度のサービスだけで介護を受けたい」の割合が高くなっています。 

○ 年齢別にみると、60 歳～74 歳では「デイサービスなどのサービスを中心とし、併せて家族

による介護も受けたい」の割合が最も高くなっています。 

 

 
 

■前回調査との比較 

 
 

  

37.7 

33.5 

19.7 

1.6 

2.5 

5.0 

0% 20% 40%

家族による介護を中心としながら、デイサービスなどのサービスも利用したい

デイサービスなどのサービスを中心とし、併せて家族による介護も受けたい

デイサービスなど介護保険制度のサービスだけで介護を受けたい

その他

家族だけに介護されたい(介護保険制度のサービスは利用しない)

無回答

ｎ=947

問31-2 自宅でどのように介護保険サービスを利用したいか

カテゴリー名 今回 前回 増減

家族による介護を中心としながら、デイサービスなどのサービスも利用したい 37.7 39.8 -2.1

デイサービスなどのサービスを中心とし、併せて家族による介護も受けたい 33.5 35.1 -1.7

デイサービスなど介護保険制度のサービスだけで介護を受けたい 19.7 15.9 3.8

その他 1.6 1.4 0.2

家族だけに介護されたい(介護保険制度のサービスは利用しない) 2.5 1.8 0.7

無回答 5.0 5.9 -1.0
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■属性別クロス集計 
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（９）施設等への入所を希望する理由 

問 31-３ （問 31で「２」を選んだ方のみ） 

施設等への入所（入居）を希望する理由は何ですか。 

（あてはまるものすべてに○） 

 

○ 自宅以外の「介護施設」や「高齢者向けの住まい」に入所(入居)して生活したいと回答した

人に、施設等への入所（入居）を希望する理由をうかがったところ、「家族に迷惑をかけたく

ないから」が 75.5％で最も高く、次いで「自宅では、認知症対応やリハビリなど専門的な介

護が受けられないから」（44.6％）、「家族は介護の時間が十分にとれないから」（42.0％）と

続いています。 

○ 性別にみると、男性のほうが女性に比べて「自宅では、認知症対応やリハビリなど専門的な

介護が受けられないから」の割合が高くなっています。 

 

 

 
 

 

■前回調査との比較 

 
 

  

75.5 

44.6 

42.0 

39.8 

16.1 

12.9 

10.6 

4.2 

2.9 

4.7 

0% 20% 40% 60% 80%

家族に迷惑をかけたくないから

自宅では、認知症対応やリハビリなど専門的な介護が受けられないから

家族は介護の時間が十分にとれないから

自宅では、急な容態変化や介護者の都合など緊急時の対応の面で不安だから

住宅の構造に問題があるから

家族がいないから

在宅で介護サービスを利用するより総合的にみると経済的だから

自宅でなく離れた場所にある施設なら世間の目が気にならないから

その他

無回答

ｎ=379

問31-3 施設等への入所(入居)を希望する理由は何か

カテゴリー名 今回 前回 増減

家族に迷惑をかけたくないから 75.5 77.7 -2.2

自宅では、認知症対応やリハビリなど専門的な介護が受けられないから 44.6 47.2 -2.6

家族は介護の時間が十分にとれないから 42.0 43.1 -1.2

自宅では、急な容態変化や介護者の都合など緊急時の対応の面で不安だから 39.8 43.4 -3.6

住宅の構造に問題があるから 16.1 15.0 1.1

家族がいないから 12.9 9.1 3.8

在宅で介護サービスを利用するより総合的にみると経済的だから 10.6 7.4 3.2

自宅でなく離れた場所にある施設なら世間の目が気にならないから 4.2 3.3 0.9

その他 2.9 2.8 0.1

無回答 4.7 4.8 -0.1
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■属性別クロス集計 
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（10）希望する施設や住まいの形態 

問 31-４（問 31で「２」を選んだ方のみ） 

最も希望する「施設」や「住まい」の形態は何ですか。（○はひとつ） 

※施設や住まいの形態は問わない方は「７ 特にない」を選択してください。 

 

○ 自宅以外の「介護施設」や「高齢者向けの住まい」に入所(入居)して生活したいと回答した

人に、最も希望する施設や住まいの形態をうかがったところ、「定員 30～100 人程度のユニ

ット型の特養、老健など」が 21.1％で最も高く、次いで「定員 5～29人程度の小規模な特養

など」（19.5％）、「有料老人ホーム、サービス付き高齢者向け住宅など」（12.7％）と続いて

います。 

 
 

■前回調査との比較 

 
 

■属性別クロス集計 

  

21.1 

19.5 

12.7 

12.1 

11.9 

0.8 

11.6 

10.3 

0% 10% 20% 30%

定員30～100人程度のユニット型の特養、老健など

定員5～29人程度の小規模な特養など

有料老人ホーム、サービス付き高齢者向け住宅など

グループホーム、ケアハウスなど

定員30～100人程度の従来型の特養など

その他

特にない

無回答

ｎ=379

問31-4 最も希望する「施設」や「住まい」の形態は何か

カテゴリー名 今回 前回 増減

定員30～100人程度のユニット型の特養、老健など 21.1 20.1 1.1

定員5～29人程度の小規模な特養など 19.5 24.9 -5.3

有料老人ホーム、サービス付き高齢者向け住宅など 12.7 12.7 0.0

ループホーム、ケアハウスなど 12.1 12.2 0.0

定員30～100人程度の従来型の特養など 11.9 13.2 -1.3

その他 0.8 0.8 0.0

特にない(施設や住まいの形態は問わない方を含む) 11.6 10.2 1.5

無回答 10.3 6.1 4.2



 

79 

（11）在宅医療・介護で心配なこと 

問 32 在宅医療や介護を受けることになった場合、特に心配に思うことは何ですか。 

（あてはまるものすべてに○） 

 

○ 在宅医療や介護で特に心配に思うことについて、「自宅に訪問してくれる医師・看護師等の

体制」が 50.0％で最も高く、次いで「自宅で受けることができる医療の内容」（47.0％）、「急

に病状が変わった時の対応」（45.6％）と続いています。 

○ 前回調査の結果と比べると、「経済的な負担」が 6.0ポイント増加、「自宅に訪問してくれる

医師・看護師等の体制」が 5.3ポイント増加しています。 

○ 年齢別にみると、60 歳～69 歳、90～94 歳では「経済的な負担」の割合が最も高く、85～89

歳では「急に病状が変わった時の対応」の割合が最も高くなっています。 

 

 

 
 

 

■前回調査との比較 

 
 

  

50.0 

47.0 

45.6 

45.1 

44.4 

42.4 

37.6 

25.5 

25.3 

24.1 

1.2 

7.5 

0% 20% 40% 60%

自宅に訪問してくれる医師・看護師等の体制

自宅で受けることができる医療の内容

急に病状が変わった時の対応

経済的な負担

介護してくれる家族の精神的・身体的負担の有無

自宅で受けることができる介護サービスの内容

不安を感じた時に、いつでも相談に乗ってもらえる窓口の有無

療養できる部屋や風呂、トイレなどの居住環境

自宅で痛みや呼吸苦などの症状コントロールが可能かどうか

介護してくれる家族の有無

その他

無回答

ｎ=2,120

問32 在宅医療や介護を受けることになった場合、特に心配に思うことは何か

カテゴリー名 今回 前回 増減

自宅に訪問してくれる医師・看護師等の体制 50.0 44.7 5.3

自宅で受けることができる医療の内容 47.0 45.7 1.4

急に病状が変わった時の対応 45.6 39.6 6.0

経済的な負担 45.1 41.4 3.8

介護してくれる家族の精神的・身体的負担の有無 44.4 41.3 3.0

自宅で受けることができる介護サービスの内容 42.4 40.3 2.1

不安を感じた時に、いつでも相談に乗ってもらえる窓口の有無 37.6 34.2 3.4

療養できる部屋や風呂、トイレなどの居住環境 25.5 22.5 3.1

自宅で痛みや呼吸苦などの症状コントロールが可能かどうか 25.3 21.1 4.3

介護してくれる家族の有無 24.1 22.7 1.4

その他 1.2 1.6 -0.4

無回答 7.5 5.6 2.0
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■属性別クロス集計 
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（12）家族に介護が必要になったときにしたい介護 

問 33 あなたの家族に介護が必要となった場合、どのように介護したいと思いますか。 

（○はひとつ） 

 

○ 家族に介護が必要になったときにしたい介護について、「デイサービスやショートステイな

ど介護サービスを使いながら自宅で介護したい」が 49.2％で最も高く、次いで「特別養護老

人ホーム、有料老人ホームなどの施設に入所させたい」（16.3％）、「わからない」（12.0％）

と続いています。 

○ 性別にみると、男性のほうが女性に比べて「なるべく家族のみで、自宅で介護したい」の割

合が高くなっています。 

 
 

 

■前回調査との比較 

 
 

  

7.0 

49.2 

16.3 

1.0 

12.0 

8.5 

6.0 

0% 20% 40% 60%

なるべく家族のみで、自宅で介護したい

デイサービスやショートステイなど介護サービスを使いながら自宅で介護したい

特別養護老人ホーム、有料老人ホームなどの施設に入所させたい

その他

わからない

一人暮らしのため、家族はいない

無回答

ｎ=2,120

問33 家族に介護が必要となった場合、どのように介護したいと思うか

カテゴリー名 今回 前回 増減

なるべく家族のみで、自宅で介護したい 7.0 7.6 -0.6

デイサービスやショートステイなど介護サービスを使いながら自宅で介護したい 49.2 52.4 -3.2

特別養護老人ホーム、有料老人ホームなどの施設に入所させたい 16.3 16.3 0.0

その他 1.0 1.3 -0.3

わからない 12.0 10.5 1.5

一人暮らしのため、家族はいない 8.5 7.7 0.8

無回答 6.0 4.2 1.8



 

82 

 

■属性別クロス集計 
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６ たすけあいについて 

（１）介護保険サービス以外で利用している支援・サービス 

問 34 現在、介護保険サービス以外で利用している支援・サービスは何ですか。 

（あてはまるものすべてに○） 

 

○ 介護保険サービス以外で利用している支援・サービスについて、「利用していない」が 79.1％

となっています。 

 

 

、 

 

 

■前回調査との比較 

 
 

  

2.7 

2.4 

2.1 

1.8 

1.8 

1.7 

1.7 

1.5 

0.9 

0.6 

0.2 

79.1 

13.3 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

食料品等の巡回販売や宅配

ごみ出し

買い物

掃除・洗濯

見守り、声かけ

配食

外出同行(通院、買い物など)

移送サービス(介護・福祉タクシー等)

調理

サロンなどの定期的な通いの場

その他

利用していない

無回答

ｎ=2,120

問34 現在、介護保険サービス以外で利用している支援・サービスは何か

カテゴリー名 今回 前回 増減

食料品等の巡回販売や宅配 2.7 2.6 0.1

ごみ出し 2.4 2.3 0.1

買い物 2.1 2.1 -0.1

掃除・洗濯 1.8 1.9 -0.1

見守り、声かけ 1.8 2.0 -0.2

配食 1.7 1.6 0.1

外出同行(通院、買い物など) 1.7 2.0 -0.3

移送サービス(介護・福祉タクシー等) 1.5 1.8 -0.3

調理 0.9 0.9 0.0

サロンなどの定期的な通いの場 0.6 1.3 -0.7

その他 0.2 0.9 -0.7

利用していない 79.1 79.8 -0.7

無回答 13.3 11.1 2.2
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■属性別クロス集計 
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（２）自宅での生活の継続に必要な支援・サービス 

問 35 今後の自宅での生活の継続に必要と感じる支援・サービス（現在利用しているが、さら

なる充実が必要と感じる支援・サービスを含む）は何だと思いますか。（あてはまるも

のすべてに○） 

 

○ 今後の自宅での生活の継続に必要と感じる支援・サービスについて、「移送サービス」が

35.0％で最も高く、次いで「買い物」（32.8％）、「食料品等の巡回販売や宅配」（30.6％）と

続いています。 

○ 前回調査の結果と比べると、「ごみ出し」の割合が 5.4ポイント増加しています。 

○ 性別にみると、男性では「買い物」の割合が最も高くなっています。また、男性のほうが女

性に比べて「配食」、「掃除・洗濯」の割合が高く、女性では男性に比べて「サロンなどの定

期的な通いの場」の割合が高くなっています。 

 

 

 
 

 

■前回調査との比較 

 
 

  

35.0 

32.8 

30.6 

25.8 

25.2 

24.7 

24.1 

23.2 

14.6 

7.7 

5.7 

23.2 

0% 10% 20% 30% 40%

移送サービス(介護・福祉タクシー等)

買い物

食料品等の巡回販売や宅配

掃除・洗濯

ごみ出し

配食

見守り、声かけ

外出同行(通院、買い物など)

調理

サロンなどの定期的な通いの場

その他

無回答

ｎ=2,120

今後の自宅での生活の継続に必要と感じる支援・サービス(現在利用しているが、さらなる充実が必要と感じる支援・サービスを含む)は何だと思うか

カテゴリー名 今回 前回 増減

移送サービス(介護・福祉タクシー等) 35.0 34.7 0.4

買い物 32.8 29.7 3.1

食料品等の巡回販売や宅配 30.6 27.4 3.2

掃除・洗濯 25.8 24.7 1.2

ごみ出し 25.2 19.8 5.4

配食 24.7 23.0 1.7

見守り、声かけ 24.1 23.0 1.1

外出同行(通院、買い物など) 23.2 21.5 1.7

調理 14.6 13.5 1.1

サロンなどの定期的な通いの場 7.7 7.2 0.6

その他 5.7 6.3 -0.6
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■属性別クロス集計 
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（３）手助けできること 

問 36 地域に困っている方がいたときに、あなたが「手助けできる」と思うことは、どのよう

なものがありますか。（あてはまるものすべてに○） 

 

○ 地域で困っている人に手助けできることについて、「ごみ出し」が 32.4％で最も高く、次い

で「買い物」（32.0％）、「話し相手」（29.4％）と続いています。 

○ 前回調査の結果と比べると、「話し相手」の割合が 4.3ポイント減少しています。 

○ 性別にみると、男性では「雪かき」の割合が最も高く、女性では「話し相手」の割合が最も

高くなっています。 

○ 年齢別にみると、年代が上がるにつれて「買い物」、「雪かき」、「災害時の手助け」、「家の中

の作業」等、多くの項目で割合が低くなる傾向がみられ、85歳以上では「特にない」の割合

が最も高くなっています。 

 

 

 

 
 

  

32.4 

32.0 

29.4 

28.5 

28.2 

27.7 

22.4 

21.5 

21.1 

15.0 

13.4 

11.6 

8.2 

5.5 

5.0 

4.5 

0.8 

1.6 

16.3 

8.6 

0% 10% 20% 30% 40%

ごみ出し

買い物

話し相手

雪かき

災害時の手助け

安否確認等の定期的な声かけ・見守り

急病など緊急時の手助け

外出時の移動手段

庭の手入れ・草取り

通院など外出の付き添い

掃除

家の中の作業(家具の移動・電球の取替等)

洗濯

炊事

食事の提供

ペットの世話

財産やお金の管理

その他

特にない

無回答

ｎ=2,120

問36 地域に困っている方がいたときに、あなたが「手助けできる」と思うこと
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■前回調査との比較 

 
 

■属性別クロス集計 

  

カテゴリー名 今回 前回 増減

ごみ出し 32.4 31.1 1.4

買い物 32.0 34.1 -2.1

話し相手 29.4 33.7 -4.3

雪かき 28.5 26.0 2.5

災害時の手助け 28.2 28.4 -0.3

安否確認等の定期的な声かけ・見守り 27.7 27.6 0.2

急病など緊急時の手助け 22.4 24.0 -1.6

外出時の移動手段 21.5 23.7 -2.3

庭の手入れ・草取り 21.1 22.8 -1.7

通院など外出の付き添い 15.0 16.2 -1.2

掃除 13.4 13.2 0.2

家の中の作業(家具の移動・電球の取替等) 11.6 12.7 -1.1

洗濯 8.2 10.0 -1.8

炊事 5.5 5.5 0.0

食事の提供 5.0 4.5 0.5

ペットの世話 4.5 4.4 0.1

財産やお金の管理 0.8 0.8 0.1

その他 1.6 1.6 0.1

特にない 16.3 16.8 -0.5

無回答 8.6 4.7 3.9
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（４）手助けしてほしいこと 

問 37 あなたやあなたの家族が困ったときに、地域の方に「手助けしてほしい」と思うこと

は、どのようなものがありますか。（あてはまるものすべてに○） 

 

○ 困ったときに地域の人に手助けしてほしいことについて、「災害時の手助け」が 38.3％で最

も高く、次いで「急病など緊急時の手助け」（36.1％）、「雪かき」（34.3％）と続いています。 

○ 前回調査の結果と比べると、「雪かき」、「ごみ出し」の割合がそれぞれ 5.0 ポイント増加し

ています。 

 

 

 
 

  

38.3 

36.1 

34.3 

29.9 

29.1 

25.8 

21.5 

20.4 

18.3 

14.3 

12.3 

11.3 

10.8 

10.0 

9.2 

3.5 

1.2 

1.3 

15.2 

8.3 

0% 10% 20% 30% 40% 50%

災害時の手助け

急病など緊急時の手助け

雪かき

外出時の移動手段

買い物

ごみ出し

庭の手入れ・草取り

安否確認等の定期的な声かけ・見守り

通院など外出の付き添い

掃除

話し相手

食事の提供

炊事

家の中の作業(家具の移動・電球の取替等)

洗濯

ペットの世話

財産やお金の管理

その他

特にない

無回答

ｎ=2,120

問37 困ったときに、地域の方に「手助けしてほしい」と思うこと
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■前回調査との比較 

 
 

■属性別クロス集計 

 

カテゴリー名 今回 前回 増減

災害時の手助け 38.3 38.9 -0.6

急病など緊急時の手助け 36.1 37.0 -0.9

雪かき 34.3 29.3 5.0

外出時の移動手段 29.9 28.0 1.8

買い物 29.1 26.2 3.0

ごみ出し 25.8 20.9 5.0

庭の手入れ・草取り 21.5 24.9 -3.4

安否確認等の定期的な声かけ・見守り 20.4 20.1 0.2

通院など外出の付き添い 18.3 17.3 1.0

掃除 14.3 12.1 2.3

話し相手 12.3 12.2 0.1

食事の提供 11.3 9.6 1.8

炊事 10.8 9.9 0.9

家の中の作業(家具の移動・電球の取替等) 10.0 8.6 1.5

洗濯 9.2 7.2 2.0

ペットの世話 3.5 3.5 0.0

財産やお金の管理 1.2 0.8 0.4

その他 1.3 1.5 -0.2

特にない 15.2 17.8 -2.6

無回答 8.3 4.9 3.4
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７ あなたの思い 

（１）安心して生活できる地域だと思うか 

問 38 お住まいの地域は、安心して生活できる地域だと思いますか。（○はひとつ） 

 

○ 住んでいる地域が安心して生活できる地域だと思うかどうかについて、「思う」が 73.9％、

「思わない」が 19.4％となっています。 

○ 前回調査の結果と比べると、「思う」が 4.1ポイント減少しています。 

 

 

 
 

 

■前回調査との比較 

 
 

■属性別クロス集計 

 
 

  

73.9 19.4 6.7

0% 20% 40% 60% 80% 100%

思う 思わない 無回答

問38 居住地域は、安心して生活できる地域だと思うか

ｎ

ｎ=2,120

カテゴリー名 今回 前回 増減

思う 73.9 78.0 -4.1

思わない 19.4 16.1 3.4

無回答 6.7 6.0 0.7
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（２）人生の最期を迎えたい場所 

問 39 人生の最期を迎えたい場所はどこですか。（○はひとつ） 

 

○ 人生の最期を迎えたい場所について、「自宅」が 63.8％で最も高く、全体の 6 割以上を占め

ています。次いで「医療機関（4を除く）」（11.9％）、「ホスピスなどの緩和ケア施設」（8.4％）

と続いています。 

○ 性別にみると、男性のほうが女性に比べて「自宅」の割合が高く、女性では男性に比べて「ホ

スピスなどの緩和ケア施設」の割合が高くなっています。 

○ 年齢別にみると、年齢が上がるにつれ「自宅」の割合が高くなる傾向がみられます。 

 

 
 

■前回調査との比較 

 
 

■属性別クロス集計 

 
  

63.8 

0.5 

6.8 

8.4 

11.9 

3.3 

5.2 

0% 20% 40% 60% 80%

自宅

子どもや兄弟などの親族の家

特別養護老人ホームなどの施設

ホスピスなどの緩和ケア施設

医療機関(4を除く)

その他

無回答

ｎ=2,120

問39 人生の最期を迎えたい場所はどこか

カテゴリー名 今回 前回 増減

自宅 63.8 65.8 -2.0

子どもや兄弟などの親族の家 0.5 0.8 -0.4

特別養護老人ホームなどの施設 6.8 6.5 0.3

ホスピスなどの緩和ケア施設 8.4 7.2 1.2

医療機関(4を除く) 11.9 12.2 -0.2

その他 3.3 2.8 0.4

無回答 5.2 4.7 0.6
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（３）延命治療の希望 

問 40 もし、あなたの病気が治る見込みがなく、死期が近くなった場合、延命治療は希望しま

すか。（○はひとつ） 

 

○ 延命治療について、「希望しない」が 62.3％で最も高く、次いで「どちらかというと希望し

ない」（20.0％）、「わからない」（9.9％）と続いています。 

 

 

 
 

 

■前回調査との比較 

 
 

■属性別クロス集計 

 
  

1.6 

3.3 

20.0 

62.3 

9.9 

2.9 

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70%

希望する

どちらかというと希望する

どちらかというと希望しない

希望しない

わからない

無回答

ｎ=2,120

問40 もし、病気が治る見込みがなく、死期が近くなった場合、延命治療は希望するか

カテゴリー名 今回 前回 増減

希望する 1.6 1.6 0.0

どちらかというと希望する 3.3 2.7 0.6

どちらかというと希望しない 20.0 17.8 2.2

希望しない 62.3 65.2 -2.9

わからない 9.9 9.8 0.2

無回答 2.9 2.9 0.0
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（４）人生の最期について家族と話し合ったこと 

問 41 人生の最期をどのように迎えたいか、家族と話し合ったことがありますか。（延命治療、

財産管理、葬儀のこと等）（○はひとつ） 

 

○ 人生の最期の迎え方を家族と話し合ったことの有無について、「話し合ったことはない」が

57.9％、「話し合ったことがある」が 34.9％、「十分に話し合っている」が 3.3％となってい

ます。 

○ 前回調査の結果と比べると、「話し合ったことはない」が 6.8ポイント増加し、「話し合った

ことがある」が 6.7ポイント減少しています。 

○ 性別にみると、男性のほうが女性に比べて「話し合ったことはない」の割合が高くなってい

ます。 

 

 
 

 

■前回調査との比較 

 
 

■属性別クロス集計 

 
  

3.3 34.9 57.9 4.0

0% 20% 40% 60% 80% 100%

十分に話し合っている 話し合ったことがある 話し合ったことはない 無回答

問41 人生の最期をどのように迎えたいか、家族と話し合ったことがあるか

ｎ

ｎ=2,120

カテゴリー名 今回 前回 増減

十分に話し合っている 3.3 3.8 -0.6

話し合ったことがある 34.9 41.6 -6.7

話し合ったことはない 57.9 51.1 6.8

無回答 4.0 3.5 0.5
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（５）孤独を感じること 

問 42 あなたはどの程度、孤独であると感じることがありますか。 

 

○ 孤独であると感じることについて、「ほとんどない」が 51.2％で最も高く、次いで「たまに

ある」（24.4％）、「時々ある」（9.4％）と続いています。 

○ 家族構成別にみると、1 人暮らしでは、「たまにある」の割合が最も高く、「時々ある」、「し

ばしばある・常にある」も他の家族構成に比べて高い割合となっています。 

○ 日中一人になることの有無別にみると、日中一人になることがよくある人では、ない人に比

べて「たまにある」、「時々ある」の割合が高くなっています。 

 

 
 

 

■属性別クロス集計 

 
  

8.1 

51.2 

24.4 

9.4 

3.5 

3.4 

0% 20% 40% 60%

決してない

ほとんどない

たまにある

時々ある

しばしばある・常にある

無回答

ｎ=2,120

問42 どの程度、孤独であると感じることがあるか
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■家族構成別（問４） 

 
 

■日中一人になること別（問４-２） 
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８ その他福祉サービスについて 

（１）自動車運転免許所の所持 

問 43 自動車運転免許を所持していますか。（○はひとつ） 

 

○ 自動車運転免許の所持について、「はい」が 76.3％、「いいえ」が 19.7％となっています。 

○ 性別にみると、男性のほうが女性に比べて「はい」の割合が高くなっています。 

○ 年齢別にみると、年齢が若いほど「はい」の割合が高く、85歳以上では「いいえ」の割合の

ほうが「はい」の割合より高くなっています。 

 

 
 

 

■前回調査との比較 

 
 

 

■属性別クロス集計 

 
  

76.3 19.7 4.0

0% 20% 40% 60% 80% 100%

はい いいえ 無回答

問43 自動車運転免許を所持しているか

ｎ

ｎ=2,120

カテゴリー名 今回 前回 増減

はい 76.3 75.9 0.4

いいえ 19.7 18.7 1.0

無回答 4.0 5.4 -1.4
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（２）自主返納に対する考え方 

問 43-１（問 43で「１」と答えた方のみ） 

 

○ 自動車運転免許の自主返納について、「自主返納を考えている」が 45.2％、「自主返納は考え

ていない」が 37.0％、「わからない」が 16.9％となっています。 

○ 性別にみると、女性のほうが男性に比べて「自主返納を考えている」の割合が高く、男性で

は「自主返納は考えていない」の割合のほうが「自主返納を考えている」の割合より高くな

っています。 

 

 
 

 

■前回調査との比較 

 
 

 

■属性別クロス集計 

 
  

45.2 37.0 16.9 0.9

0% 20% 40% 60% 80% 100%

自主返納を考えている 自主返納は考えていない わからない 無回答

問43-1 自主返納について

ｎ

ｎ=1,618

カテゴリー名 今回 前回 増減

自主返納を考えている 45.2 47.6 -2.3

自主返納は考えていない 37.0 38.5 -1.5

わからない 16.9 13.6 3.3

無回答 0.9 0.3 0.5
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（３）自主返納の時期 

問 43-２（問４３－１で「１」と答えた方のみ 

現在お考えの返納時期をお教えください。（○はひとつ） 

 

○ 自主返納を考えている人に、考えている返納時期をうかがったところ、「自分の運転に自信

がなくなったとき」が 79.6％、「免許の更新時の視力検査等で返納を求められたとき」が

10.2％、「家族や知人から返納を勧められたとき」が 5.9％となっています。 

 

 

 
 

 

■前回調査との比較 

 
 

 

■属性別クロス集計 

 
  

79.6 

10.2 

5.9 

3.6 

0.7 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

自分の運転に自信がなくなったとき

免許の更新時の視力検査等で返納を求められたとき

家族や知人から返納を勧められたとき

その他

無回答

ｎ=732

問43-2 現在お考えの返納時期

カテゴリー名 今回 前回 増減

自分の運転に自信がなくなったとき 79.6 74.7 4.9

免許の更新時の視力検査等で返納を求められたとき 10.2 11.4 -1.2

家族や知人から返納を勧められたとき 5.9 9.4 -3.5

その他 3.6 3.9 -0.3

無回答 0.7 0.5 0.1
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（４）バスの利用状況 

問 44 あなたは、バスをどの程度利用していますか。（○はひとつ） 

 

○ バスの利用頻度について、「ほとんど利用していない」が 85.9％で全体の 8 割半ばを占めて

います。「月に 2、3回程度」が 7.0％、「週に 2～3日」が 1.2％などとなっています。 

○ 性別にみると、男性のほうが女性に比べて「ほとんど利用していない」の割合が高くなって

います。 

○ 年齢別にみると、年齢が若いほど「ほとんど利用しない」の割合が高い傾向がみられます。 

○ 運転免許証の所持別にみると、運転免許証を持っていない人では、「ほとんど利用しない」は

68.4％で、利用している人は合わせて 29.4％となっています。 

 

 

 
 

 

■属性別クロス集計 

 
 

  

0.3 

0.8 

1.2 

1.1 

7.0 

85.9 

3.6 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

ほとんど毎日

週に4～5日

週に2～3日

週に1回程度

月に2、3回程度

ほとんど利用していない

無回答

ｎ=2,120

問44 バス利用の頻度
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■経済的状況別（問 10） 

 
 

 

■運転免許証の所持別（問 43） 

 
 

 

■最も近いバス停の場所別（問 46） 

 
 

 

■長野駅までに必要な乗り継ぎ回数別（問 47）） 
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（５）バスの目的・頻度 

問 44-１（問 44で「１・２」（週４回以上）を選んだ方のみ 

あなたが目的地とする場所とその頻度を教えてください。（あてはまる番号に〇をす

るとともに、そこに向かう頻度に〇） 

 

○ バスを週 4 回以上利用する人に、その目的地をうかがったところ、「仕事」が 56.5％で最も

高く、次いで「通院」、「買い物」（各 30.4％）と続いています。 

○ 目的地ごとに利用頻度をうかがったところ、仕事では「週 5日」と「週 4日」、通院では「週

3日」と「週 1日未満」、買い物では「週 4日」がそれぞれ最も高くなっています。 

 

 
 

 

■属性別クロス集計 

 
 

  

56.5 

30.4 

30.4 

21.7 

8.7 

8.7 

4.3 

8.7 

0.0 

0% 20% 40% 60%

仕事

通院

買い物

趣味・習い事

観光

外食

家族・友人と会う

その他

無回答

ｎ=23

問44-1 目的地とする場所
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■家族構成別（問４） 

 
 

 

■健康状態別（問 12） 
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■目的地別_利用頻度 
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（６）バスを利用しない理由 

問 44-２（問１で「６」（ほとんど利用していない）を選んだ方のみ 

バスを利用しない理由は何ですか。（あてはまるものすべてに○） 

 

○ バスをほとんど利用していない方に、利用しない理由をうかがったところ、「外出は、徒歩ま

たは自転車、バイク、自家用車を利用しているため」が 79.7％で最も高く、次いで「目的地

に直接行く路線バスがないため（乗り継ぎが不便・面倒）」（15.2％）、「利用したい時間に路

線バスが運行していないため」（11.7％）と続いています。 

○ 年齢別にみると、60～69歳では、「利用したいが、年齢が 70歳未満で対象外のため」の割合

が 70歳以上に比べて高くなっています。 

 

 
 

 

  

79.7 

15.2 

11.7 

9.8 

9.5 

9.4 

6.3 

5.7 

5.4 

2.5 

2.4 

7.0 

4.4 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

外出は、徒歩または自転車、バイク、自家用車を利用しているため

目的地に直接行く路線バスがないため(乗り継ぎが不便・面倒)

利用したい時間に路線バスが運行していないため

利用したい地域に路線バスがないため

移動時間がかかりすぎるため

他の公共交通機関(電車、タクシー等)を利用しているため

利用したいが、年齢が70歳未満で対象外のため

料金が高額なため

バス路線がわからないため

おでかけパスポートの使い方がわからないため

健康上の理由で、路線バスに乗れないため

その他

無回答

ｎ=1,822

問44-2 バスを利用しない理由は何か
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■属性別クロス集計 
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（７）おでかけパスポートによるバス乗車がしやすくなること 

問 45 今後どのようなことがあれば、おでかけパスポートを使ってバスに乗車しやすくなる

（乗車したい）と思いますか。（あてはまるものすべてに○） 

 

○ おでかけパスポートを使ってバスを乗車しやすくなることにについて、「わかりやすいバス

路線図の提供」が 39.3％で最も高く、次いで「長野駅での主な目的地へのバスの乗継方法と

割引後の料金の案内」（16.2％）、「10 回の乗車につき１回バス乗車が無料になる」（11.5％）

と続いています。 

○ 年齢別にみると、74 歳以下では「わかりやすいバス路線図の提供」の割合が 75 歳以上に比

べて高くなっています。 

 

 
 

  

39.3 

16.2 

11.5 

11.0 

10.0 

9.2 

9.1 

8.8 

4.1 

13.4 

29.0 

0% 10% 20% 30% 40% 50%

わかりやすいバス路線図の提供

長野駅での主な目的地へのバスの乗り継ぎ方法と割引後の料金の案内

10回の乗車につき1回バス乗車が無料になる

市内商店等にバスで行った際、買い物の時に帰りのバス乗車券プレゼント

市内商店等と共同した割引プレゼントの実施

スマホアプリによる最良ルートの提案

バスのみで利用できるポイントプレゼント

ICカード(おでかけパスポート)を使ったバスの乗り方教室

路線バスを使った地域や老人クラブ等のイベントへの参加

その他

無回答

ｎ=2,120

問45 今後どのようなことがあれば、おでかけパスポートを使ってバスに乗車しやすくなる(乗車したい)と思うか
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■属性別クロス集計 
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（８）最も近いバス停 

問 46 ご自宅に最も近いバス停について教えてください。（○はひとつ） 

 

○ 自宅に最も近いバス停について、「歩いて 5分以内にある」が 32.7％で最も高く、次いで「歩

いて 10分以内にある」（19.9％）、「歩いて 2分以内にある」（19.0％）と続いています。 

 

 

 
 

 

 

■属性別クロス集計 

 
  

8.4 

19.0 

32.7 

19.9 

7.6 

4.6 

7.8 

0% 10% 20% 30% 40%

どこにあるか知らない

歩いて2分以内にある

歩いて5分以内にある

歩いて10分以内にある

歩いて15分以内にある

それ以上

無回答

ｎ=2,120

問46 ご自宅に最も近いバス停
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（９）長野駅までに必要な乗り継ぎ回数 

問 47 長野駅までに必要な乗り継ぎ回数を教えてください。（○はひとつ） 

 

○ 長野駅までに必要な乗り継ぎ回数について、「1回」が 49.5％で最も高く、次いで「わからな

い」（21.5％）、「その他」（13.7％）と続いています。 

 

 
 

 

 

 

■属性別クロス集計 

 
 

  

21.5 49.5 4.0

0.4

13.7 10.9

0% 20% 40% 60% 80% 100%

わからない 1回 2回 3回 その他 無回答

問47 長野駅までに必要な乗り継ぎ回数

ｎ

ｎ=2,120
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（10）耳が聞こえにくいこと 

問 48 耳が聞こえにくいことはありますか。（〇はひとつ） 

※補聴器を使用している人は、補聴器を使用していない状態のことをご回答ください。 

 

○ 耳が聞こえにくいことの有無について、「ない」が 69.3％、「ある」が 26.3％となっていま

す。 

○ 性別にみると、男性のほうが女性に比べて「ある」の割合が高くなっています。 

○ 年齢別にみると、80歳以上では 79歳以下に比べて「ある」の割合が高く、90歳以上では「あ

る」が「ない」を上回っています。 

 

 

 
 

 

 

■属性別クロス集計 

 
 

  

26.3 69.3 4.3

0% 20% 40% 60% 80% 100%

ある ない 無回答

問48 耳が聞こえにくいことはあるか

ｎ

ｎ=2,120
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（11）耳が聞こえにくいことでの生活における支障 

問 48-１ （問 48で「１」と答えた方のみ） 

耳が聞こえにくいことで、生活にどのような支障が生じていますか 

（〇はひとつ） 

 

○ 耳が聞こえにくいことがある人に、生活にどのような支障が生じているかうかがったところ、

「電話口の声やインターホン、テレビの音が聞こえにくい」が 49.8％で最も高く、次いで「特

にない」（20.8％）、「その他」（9.3％）と続いています。 

 

 
 

 

■属性別クロス集計 

 
 

 

  

6.6 

5.0 

49.8 

2.0 

9.3 

20.8 

6.5 

0% 20% 40% 60%

相手の声が聞こえにくく、人と会うことを避けている

相手の声が聞こえにくく、仕事やサークルへ行きづらい(行くのをやめてしまった)

電話口の声やインターホン、テレビの音が聞こえにくい

外出時、車や自転車の音が聞こえにくく、危険を察知しづらい

その他

特にない

無回答

ｎ=558

問48-1 耳が聞こえにくいことで、生活に生じている支障
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（12）補聴器の使用状況 

問 48-２（問 48で「１」と答えた方のみ 

現在補聴器を使用していますか（〇はひとつ） 

 

○ 耳が聞こえにくいことがある人に、補聴器の使用についてうかがったところ、「いいえ」が

78.7％、「はい」が 13.6％となっています。 

 

 

 
 

 

 

■属性別クロス集計 

 
 

 

 

  

13.6 78.7 7.7

0% 20% 40% 60% 80% 100%

はい いいえ 無回答

問48-2 現在補聴器を使用しているか

ｎ

ｎ=558
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■性別・補聴器の使用の有無別_友人・知人と会う頻度（問５） 

 
 

 

■年齢別・補聴器の使用の有無別_友人・知人と会う頻度（問５） 

 
 

 

■性別・補聴器の使用の有無別_近所との付き合いの程度（問７） 
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■年齢別・補聴器の使用の有無別_近所との付き合いの程度（問７） 

 
 

 

■性別・補聴器の使用の有無別_地域の会・グループへの参加状況（問 19-1①～⑦） 

 
 

 

■年齢別・補聴器の使用の有無別_地域の会・グループへの参加状況（問 19-1①～⑦） 
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■性別・補聴器の使用の有無別_社会参加活動や仕事への参加状況（問 20①～⑤） 

 
 

 

■年齢別・補聴器の使用の有無別_社会参加活動や仕事への参加状況（問 20①～⑤） 
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（13）補聴器を使用していない理由 

問 48-３（問 48-２で「２」と答えた方のみ） 

補聴器を使っていない理由は何ですか（あてはまるものすべてに○） 

 

○ 耳が聞こえにくいことがある人で補聴器を使用していない人に、使用していない理由をうか

がったところ、「特に必要と感じない」が 67.4％で最も高く、次いで「高額で購入できない」

（17.3％）、「その他」（12.3％）と続いています。 

 

 

 
 

 

■属性別クロス集計 

 
 

 

 

67.4 

17.3 

7.3 

3.6 

12.3 

2.7 

0% 20% 40% 60% 80%

特に必要と感じない

高額で購入できない

持っているが使いづらい

持っているが耳に合わない

その他

無回答

ｎ=439

問48-3 補聴器を使っていない理由は何か
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